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■表紙　さいの神
（１月15日・蓬平町集落開発センター前）
太田地区では、今年もさいの神が行われました。そのうち
蓬平町では、杉の木などで作った大小２つのさいの神に火が
入れられました。
この日は仮設住宅で暮らす人たちも大勢地元に戻り、一年
の豊作と健康、そして震災からの復興を祈りました。

４市町村と合併協議を開始

猿橋川・稲葉川の改修が始まります
仮設住宅入居者が交流 ほか
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平成17年２月１日発行
「長岡市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、秘書広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）で発行日から閲覧できます。

古紙配合率70％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

▲長岡歯車資料館（南陽２丁目）
写真手前は復元した指南車（左）と記
里鼓車（右）。
長岡歯車資料館は、平成２年に開館し
ました。入館料は無料。開館時間は午前
10時～午後４時（土・日曜日、祝日、年
末年始は休館）です。資料解説を希望す
る人は、事前に連絡が必要です（122・
0696）。

長
岡
歯
車
資
料
館

１０６

長
岡
歯
車
資
料
館
は
、
南
部
工

業
団
地
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

「
歯
車
」
を
専
門
に
収
集
・
展

示
し
て
い
る
私
設
の
資
料
館
で
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
約
五

百
点
の
資
料
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

歯
車
の
起
源
は
古
く
、
紀
元
前
に

さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
材

料
も
木
・
竹
・
銅
・
石
・
鋼
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

資
料
館
で
は
、
一
階
に
歯
車
を

製
作
す
る
機
械
類
、
二
階
に
歯
車

類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
主
な
展

示
品
は
、
長
岡
で
使
わ
れ
て
い
た

水
車
な
ど
の
木
製
歯
車
や
養
蚕
関

係
の
木
製
機
械
、
機
械
時
計
、
計

算
機
、
ミ
シ
ン
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、

指
南
車
、
記
里
鼓
車
、
茶
運
び
人

形
、
ゼ
ン
マ
イ
付
玩
具
、
非
円
形

歯
車
な
ど
で
す
。

特
に
古
代
中
国
の
発
明
と
い
わ

れ
る
、
歯
車
を
用
い
た
指
南
車（
車

が
ど
の
方
向
に
向
き
を
変
え
て
も

車
の
上
に
立
つ
仙
人
像
の
手
が
常

に
南
を
指
す
車
。
一
種
の
方
位
計
）

と
記
里
鼓
車
（
あ
る
一
定
の
距
離

を
車
が
進
む
と
人
形
が
太
鼓
を
た

た
く
車
。
一
種
の
走
行
計
）
は
目

を
引
き
ま
す
。

ま
た
、
果
物
の
皮
む
き
器
、
ワ

イ
ン
の
コ
ル
ク
抜
き
、
バ
タ
ー
・

チ
ャ
ー
ン
（
バ
タ
ー
か
く
は
ん
器
）

と
い
っ
た
外
国
で
製
作
さ
れ
た
歯

車
を
使
っ
た
製
品
も
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。

展
示
資
料
は
、
昭
和
四
十
年
代

か
ら
現
在
ま
で
館
長
の
内
山
弘
さ

ん
が
収
集
し
た
も
の
で
、
ど
れ
も

手
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
気
軽

に
歯
車
の
持
つ
魅
力
を
味
わ
え
ま

す
。

雪の上で活動する昆虫をユキムシ
と総称する。以前に紹介したセッケ
イカワゲラなどと共に本種もその仲
間である。昆虫は一般に寒いと活動
しないが、長岡周辺では２月～３月
にかけて、陽が射して、無風のとき
に低山帯や土手などで観察すること
ができる。
幼虫の観察報告はないが、流れの
緩やかな小川で暮らし、枯れた落ち
葉などを食べていると考えられる。

合併町村紹介  10

小　国　町 小　国　町 ～観光と歴史～ 
 

今月は、小国町の紹介の２回目です。

越後おぐに森林公園・紙の美術博物館
越後おぐに森林公園は、小国町の豊かな自然を生
かした総合公園です。83haの広大な敷地には、バン
ガローを備えたキャンプ場、トリムコース、野外ス

テージのほか、パターゴルフ、
ウオータースライダープール、
つり堀り、ミニＳＬなどがあ
り、毎年町の内外から多くの人がここを訪れ、自然
を利用したレジャー施設を楽しんでいます。

公園の敷地内には、特産の小国和紙や世界の紙を紹介する「紙の美術博
物館」があります。特に、１階のエントランスにあるロク
タ紙（ネパールの紙）で作った特大オブジェは、必見です。
また、館内には友好都市・武蔵野市から寄託された約１万
冊の本を活用した愛蔵書センターが併設され、本を通じた
文化交流の拠点となっています。さらに隣りには、準天然
トロン温泉が楽しめる「養楽館」があり、温泉につかった
り地元の山菜を使った郷土料理やぎんなんアイスを味わっ
たりすることができます。

小国町民俗資料館
民俗資料館（入館料大人100円、小人50円）には、小国和紙の製造工程な

どがわかる資料が展示してあるほか、縄文から近世までの各種史料があり、
町の歴史・風土・民俗などを知ることができます。また、
郷土の偉人のコーナーには、互尊文庫を長岡市に寄付した
野本恭八郎（旧姓・山口）の長兄で、日本石油の創設や県
会議員として郷土の発展に寄与した山口権三郎の資料があ
り、兄の影響を大きく受けたといわれる野本の「互尊独尊」
の精神のルーツにも触れることができます。

問い合わせ＝小国町役場1９５・３１１１
http://www.town.oguni.niigata.jp
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市町村合併については長岡市市町村合併推進室1３９・２２６０へ

自然観察 209
お問い合わせは

科学博物館1３２・０５４６へ

ウラボシ科の常緑シダ。最も身近
なシダの一種で人家近くに多く見ら
れる。岩や樹幹に着生する性質があ
り、10～20㎝程度の細長い葉が垂れ
下がるだけで花が咲くわけでもない
ため、割合気付かれにくい。
和名の「軒忍（のきしのぶ）」は、

かやぶき屋根の家の軒先に着生して
いたことが由来らしい。
写真は、イチョウの樹幹に着生し
たもの。落葉樹に葉のないこの時期、
これら常緑の着生植物はよく目立つ。

2月

※
四
月
一
日
に
合
併
す
る
町
村
の
紹
介
は
今
月
で
終
わ
り
ま
す
。



中
之
島
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日
　
本
　
海 
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三島町 

小国町 

越
路
町 
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古
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3 2

中
越
地
域
の
共
存
共
栄
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

新
た
に
　
市
町
村
と

合
併
協
議
を
開
始
し
ま
し
た

4

先
月
号
の
市
政
だ
よ
り
で
、
和
島
村
と

法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
合
併
協
議

を
始
め
た
こ
と
、
ま
た
、
寺
泊
町
お
よ
び

栃
尾
市
と
合
併
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新

た
に
与
板
町
か
ら
、
同
町
が
昨
年
十
二
月

二
十
六
日
に
実
施
し
た
住
民
投
票
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
長
岡
市
と
合
併
協
議
を
開

始
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
寺
泊
町
と
の
合
併
協
議
に

つ
い
て
は
、
長
岡
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、

一
月
十
一
日
に
法
定
合
併
協
議
会
の
初
会

合
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
尾
市
、

与
板
町
と
の
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
、
一

月
二
十
一
日
の
臨
時
市
議
会
で
法
定
合
併

協
議
会
を
設
置
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
一
月
二
十
六
日
に
第
一
回
法

定
合
併
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
三
市
町
に
、
既
に
合
併
協
議
が
始
ま
っ

て
い
る
和
島
村
を
加
え
た
四
市
町
村
と
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
法
定
合
併
協
議
会
を
開
催

し
、
合
併
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
岡
市
の
魅
力
が

さ
ら
に
広
が
り
ま
す

四
市
町
村
は
い
ず
れ
も
、
市
町
村
合
併

に
関
す
る
住
民
投
票
あ
る
い
は
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

住
民
の
多
数
が
長
岡
市
と
合
併
し
た
い
と

い
う
意
向
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

私
は
、
四
十
万
都
市
構
想
を
常
々
申
し

上
げ
て
い
ま
す
。
周
辺
市
町
村
か
ら
長
岡

市
に
働
き
に
、
通
学
に
、
買
い
物
に
、
あ

る
い
は
病
院
に
通
う
と
い
う
よ
う
に
（
四

市
町
村
の
状
況
は
表
１
参
照
）
日
常
生
活

の
関
係
の
中
で
長

岡
の
繁
栄
が
あ
る

わ
け
で
、
私
た
ち

は
中
越
地
域
の
中

で
共
存
共
栄
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

長
岡
市
が
中
越

地
域
の
中
心
都
市

と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
、
合
併
と
い
う

形
で
大
同
団
結
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

私
た
ち
の
長
岡
、
さ
ら
に
中
越
地
域
全
体

が
一
層
魅
力
を
高
め
、
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
合
併
に
向
け
て
動
き
出
し
た
四

市
町
村
と
も
、
豊
か
な
自
然
あ
る
い
は
歴

史
・
伝
統
を
持
つ
地
域
で
あ
り
、
合
併
す

る
こ
と
で
長
岡
の
魅
力
が
さ
ら
に
広
が
り

ま
す
。
例
え
ば
寺
泊
町
に
は
海
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
佐
渡
と
連
携
し
た
観
光
の

振
興
な
ど
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

三
月
末
ま
で
の
合
併
申
請
を

目
指
し
て
協
議
を
進
め
ま
す

四
市
町
村
と
の
法
定
合
併
協
議
会
で
は

い
ず
れ
も
、
合
併
特
例
法
に
よ
る
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
期
限
と
な
る
三
月
末
ま

で
に
、
合
併
協
定
書
の
調
印
を
終
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
会
で
廃
置
分
合
（
合
併
）
の

議
決
を
経
た
上
で
県
知
事
へ
の
申
請
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
長
岡
地
域

五
町
村
と
の
協
議
結
果
（
表
２
参
照
）
を

尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
和
島
村
と

寺
泊
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
定
合
併
協
議

会
で
了
解
済
み
で
す
。
ま
た
、
栃
尾
市
と

与
板
町
は
、
法
定
合
併
協
議
会
の
開
催
に

先
立
つ
準
備
会
合
で
そ
の
方
針
を
受
け
入

れ
る
意
思
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
栃
尾
市
と
の
準
備
会
合
に
お
い

て
は
、
同
市
が
実
施
し
て
き
た
国
民
健
康

保
険
料
の
負
担
軽
減
措
置
の
継
続
は
困
難

で
あ
り
、
合
併
の

有
無
に
関
わ
ら
ず

市
民
負
担
の
増
が

不
可
避
で
あ
る
こ

と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、

与
板
町
か
ら
は
、

三
島
郡
三
か
町
村

（
出
雲
崎
町
、
与

板
町
、
和
島
村
）

合
併
協
議
時
に
問

題
と
な
っ
た
江
西

団
地
の
整
備
構
想

を
凍
結
す
る
旨
の

説
明
が
あ
る
な
ど
、

長
岡
市
と
四
市
町

村
と
の
間
で
は
、

合
併
協
議
を
進
め

る
上
で
特
に
支
障
と
な
る
事
柄
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
市
町
村
と
の
想
定
さ
れ
る
合
併
期
日

は
、
五
町
村
と
合
併
す
る
今
年
四
月
一
日

よ
り
後
に
な
り
ま
す
。
電
算
処
理
等
の
準

備
の
関
係
か
ら
、
平
成
十
八
年
一
月
か
ら

三
月
ま
で
の
間
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

四
市
町
村
と
の
合
併
が
実
現
す
る
と

三
十
万
人
近
い
都
市
に
な
り
ま
す

四
月
一
日
に
誕
生
す
る
新
長
岡
市
に
、

さ
ら
に
四
市
町
村
が
加
わ
る
と
、
い
よ
い

よ
三
十
万
都
市
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
（
表
３
参
照
）
。
三
十
万
都
市
に
な
る

と
、
中
核
市
の
要
件
を
満
た
し
、
県
か
ら

多
く
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
昨
年
の
中
越
大
震
災
と
７
・

13
水
害
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
を
目
指
し

て
活
力
の
あ
る
新
し
い
長
岡
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
四
十
万
都
市
に

向
け
た
合
併
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
既
に
社
会
的

に
も
経
済
的
に
も
一
体
感
の
あ
る
中
越
地

域
を
愛
す
る
と
い
う
大
き
な
気
持
ち
で
、

四
市
町
村
と
の
合
併
を
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
四
月
一
日
に
長
岡
市
が
周
辺
五
町
村
（
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、

小
国
町
）
と
合
併
す
る
こ
と
が
、
一
月
二
十
四
日
の
総
務
大
臣
告
示
に
よ
り
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
現
在
、
和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
、
与
板
町
か
ら
合
併
協
議
の
申
し
入
れ
を

受
け
、
順
次
、
合
併
に
向
け
た
協
議
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
四
市
町
村
と
の
新
た
な
合
併
の
動
き
に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

合併については、長岡地域の合併協議

会のホームページをご覧ください。ま

た、協議会の会議の詳細は、2月中旬

に新聞折り込みで配布する予定の「合

併協議会だより」でお知らせします。

合併についてのお問い合わせ・ご意見

は、市町村合併推進室139・2260、

http://www.nagaoka-gappei.jp/へ

どうぞ。

表2　既に協議が済んでいる長岡地域の5町村との主な協議結果 

議会の議員の定
数・任期 
地方税の取り扱
い 

条例・規則等の
取り扱い 

地域自治の取り
扱い 

新市の事務所の
位置 

特別職の職員の
身分の取り扱い 

項　目 協議結果の概要 

合併の方式 

新市の名称 

定数特例。長岡市議会議員の任期（平成19年
４月30日）まで 

支所と地域委員会（市の附属機関として設置）
からなる。支所では、通常業務のほか、地域
固有業務を行う。 

原則として長岡市の条例、規則等を適用する。 

編入される町村の特別職（首長、助役、収入役、
教育長）は、合併の日の前日をもって失職する。 

長岡市への編入合併 

長岡市 

現長岡市役所の位置 

長岡市の制度に統一する。 

※面積、人口、高齢人口比率および世帯数は、平成12年国勢調査による。 
※財政力指数は、平成16年度（３カ年平均）である。 

表3　面積、人口等の状況 

面　積（h） 

人　口（人） 

 

世帯数（戸） 

財政力指数 

262.45 

193,414 

18.2 

66,680 

0.764

525.89 

237,718 

19.5 

78,246 

0.641

31.86 

4,954 

25.2 

1,287 

0.233

58.16 

12,270 

26.5 

3,226 

0.396

204.92 

24,704 

27.4 

7,191 

0.293

20.05 

7,493 

23.0 

2,079 

0.301

840.88 

287,139 

20.7 

92,029 

0.568

高 齢 人 口 
比 率（％） 

項目 現在 和島村 寺泊町 栃尾市 与板町 
4市町村と
の合併後 

新長岡市 
（6市町村） 
(H17.4.1)

寺泊町 野積・中央（写真）・金山・
郷本の４つの海水浴場が続く海辺

栃尾市 環境庁の全国名水百選に選
ばれた杜々の森名水公園

和島村 良寛の里美術館にある良寛
と貞心尼対面像

与板町 400年を超える伝統の与板
打刃物。ふいご祭りでの古式鍛錬儀式

今年４月１日に合併する６市町村
（長岡市を含む）

長岡市が合併協議を進めている４
市町村

※通勤・通学率は、平成12年国勢調査による。 
※買回り品購買率は、平成13年度中心市街地に関する県 
民意識・消費動向調査による。 
※外来通院率は、平成11年県保健医療需要調査による。 

（単位：％） 
表1　4市町村の住民の通勤・通学等の状況 

和島村 

寺泊町 

栃尾市 

与板町 

居住地 
項目 

長岡市 居住地 長岡市 居住地 
通勤・通学率 外来通院率 

長岡市 

43.1 

52.7 

72.7 

48.8

10.7 

6.8 

18.5 

34.0

0.0 

0.0 

69.4 

0.0

71.7 

47.0 

28.7 

87.5

10.1 

13.4 

33.2 

13.2

61.6 

29.5 

52.5 

75.7

買回り品購買率 

放送日時…２月22日c午前８時20分～８時45分
再　放　送
２月22日c午後４時から・午後７時から
２月26日g午後４時から
３月１日c午前８時20分から・午後４時から・午後７時から

ＦＭながおか　丸山結香のスタジオに遊びにきませんか
「新・長岡市誕生―広がる魅力、近づく30万都市―」

放送日時…２月25日f午後７時30分～８時
再　放　送
２月26日g午前８時から・27日a午後２時30分から
３月１日c正午から・２日d午後０時30分から
４日f午後８時から・５日g午後３時30分から
６日a午後６時30分から

エヌ・シィ・ティ「新・長岡市誕生―広がる魅力、
近づく30万都市―」

市政広報番組のお知らせ



稲
葉
川
に
放
水
路
を

つ
く
り
ま
す

稲
葉
川
の
上
流
（
長
岡
東
バ
イ

パ
ス
の
東
側
）
に
は
、

平
成
十
四
年
三
月
に
策

定
し
た
長
岡
市
都
市
雨

水
対
策
計
画
に
基
づ
い

て
放
水
路
（
延
長
約
九

百
メ
ー
ト
ル
、
川
幅
約

十
九
メ
ー
ト
ル
。

図
の
⑨
）
を
整
備

し
、
大
雨
が
降
っ

た
と
き
は
、
こ
こ

か
ら
猿
橋
川
に
放

流
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

山
地
か
ら
市
街
地

5 4

に
流
入
す
る
雨
水
の
量
を
減
ら
し

ま
す
。

事
業
期
間
は
今
年
度
か
ら

5
年
間
で
す

こ
れ
ら
の
改
修
事
業
は
、
新
潟

県
が
今
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
行
い
ま
す
。
改

修
す
る
河
川
の
総
延
長
は
約
二
十

二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
総
事
業

費
は
約
百
九
十
億
円
で
す
。

事
業
が
完
了
す
る
と
、
猿
橋
川

や
稲
葉
川
の
ほ
か
、
猿
橋
川
に
注

ぐ
浦
瀬
川
や
山
北
川
な
ど
の
流
域

で
は
、
住
宅
や
宅
地
、
農
地
の
浸

水
被
害
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
と
は
別

に
、
椿
田
川
、
田
井
川
、
浦
瀬
川

の
上
流
で
は
河
川
へ
の
土
砂
流
入

を
防
ぐ
砂
防
工
事
を
、
浦
瀬
町
で

は
が
け
崩
れ
を
防
ぐ
工
事
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
ま
す
。

堤
防
に
桜
並
木
の
整
備
を

検
討こ

の
た
び
の
河
川
改
修
事
業
で

は
、
全
区
間
に
わ
た
り
、
堤
防
の

幅
を
広
く
し
、
漏
水
や
破
堤
に
強

い
も
の
に
し
ま
す
。

広
く
な
る
堤
防
を
生
か
す
た
め
、

今
後
、
市
と
県
で
堤
防
に
桜
並
木

を
整
備
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

川
幅
は

現
在
の
約
2
倍
に
な
り
ま
す

事
業
計
画
で
は
、
流
下
能
力
を

上
げ
る
た
め
、
猿
橋
川
や
稲
葉
川

を
は
じ
め
、
猿
橋
川
に
合
流
す
る

浦
瀬
川
や
山
北
川
な
ど
の
支
川
の

川
幅
が
、
い
ず
れ
も
大
部
分
の
区

間
で
現
在
の
約
二
倍
に
広
が
り
ま

す
。一

方
、
川
崎
・
永
田
付
近
の
市

街
地
で
は
、
稲
葉
川
の
川
幅
は
現

在
よ
り
も
や
や
広
い
約
六
・
四
メ

ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
分
、
川
底
を

約
一
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
る
こ
と

で
、
流
下
能
力
を
上
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
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７
・
13
水
害
の
復
旧
事
業
と
し
て

猿
橋
川
や
稲
葉
川
な
ど
の
改
修
が
始
ま
り
ま
す

昨
年
7
月
の
豪
雨
で
は
、
猿
橋
川
や
稲
葉
川
な
ど
の
流
域
で
、
堤
防
の
決
壊
や

い
っ
水
な
ど
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
今
ま
で
も
、

た
び
た
び
浸
水
の
被
害
を
受
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
長
岡
市
は
国
や
新
潟
県
に
抜

本
的
な
河
川
改
修
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
た
び
、
水
害
の
再
発
防
止
の
た
め
、
本
格
的
な
河
川
改
修
事
業（
災

害
復
旧
助
成
事
業
）
が
新
潟
県
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

川
東
北
部
地
域
の
治
水
・
浸
水
対
策
は
、
こ
の
河
川
改
修
事
業
の
実
施
に
よ
り

大
き
く
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
二
学
期
制
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
保
護

者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
十

分
な
説
明
を
行
い
ま
す
。
特
に
、

合
併
予
定
市
町
村
に
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
各
学
校
で
は
研
究

を
深
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
二
学
期
制
を

試
行
し
て
い
る
宮
内
小
学
校
・
南

中
学
校
・
東
北
中
学
校
で
の
取
り

組
み
状
況
の
報
告
が
ま
と
ま
る
四

月
以
降
に
、
改
め
て
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
最
終
意
見
を
取
り
ま

と
め
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
検
討
委
員
会
の
最
終

意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
導
入
の

時
期
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
七

月
を
目
途
に
結
論
を
出
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
で
の
検
討
内
容
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.nagaoka.niigata.jp

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
検
討
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
学
校
二
学

期
制
の
導
入
が
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
の
上
で
有
効
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
教
職
員
の
意

識
改
革
や
学
校
改
革
の
契
機
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
次
の
方
針

で
臨
み
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
十
八
年
度
以
降
に
、

長
岡
市
立
の
学
校
に
二
学
期
制
を

市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
四
月
、

長
岡
市
立
の
小
・
中
・
養
護
学
校

へ
の
二
学
期
制
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
す
る
検
討
委
員
会
（
保
護
者
、

社
会
教
育
関
係
者
、
校
長
、
教
諭

な
ど
十
五
人
で
構
成
）
を
設
置
し

ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
五
回
に
わ

た
り
検
討
を
重
ね
、
先
ご
ろ
、
検

討
委
員
会
と
し
て
の
意
見
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け

学
校
　
学
期
制
の
今
後
の
方
針
を
決
定

2

参加を希望する人は、直接会場へどうぞ。
期日＝２月７日b午後３時～４時50分
（講演会は４時20分まで）

会場＝リリックホール・コンサートホール
演題＝「２学期制の意味するものをとおし

て、これからの学校を考える」
講師＝千葉大学教育学部教授・天笠茂さん
問い合わせ＝学校教育課1３９・２２３９

2学期制を考える講演会開催

河川名 工事延長 
（d） 災害復旧助成事業区間 

猿 橋 川  

椿 桂 川  

浦加桂川 

浦 瀬 川  

乙 吉 川  

稲 葉 川  
放 水 路  

山 北 川  

頭 無 川  

稲 葉 川  

5.6

2.1

2.0

0.9

1.1

0.9

4.2

1.7

4.2

稲葉川合流点～稲葉川放水路合流点
（長岡商業高校付近） 

山北川合流点～亀崎町（県道長岡見
附三条線より下流） 

猿橋川合流点～桂町（県道長岡見附
三条線より下流） 

猿橋川合流点～浦瀬町（県道長岡見
附三条線より下流） 

猿橋川合流点～乙吉町（県道西片貝
浦瀬線より下流） 

猿橋川合流点～中沢町（稲葉川放水
路分流点） 

猿橋川合流点～見附市鳥屋脇町 

山北川合流点～見附市山崎町 

国道8号長岡東バイパス～千代栄町 
※上記区間のほか、現在改修中の猿
橋川合流点～国道8号長岡東バイパ
ス（延長2.8d）は、引き続き、工事
を進めます。 

① 

 

② 

 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

かしら　なし 

ちん　けい 

ほ　か　け 

 ④頭無川1.7d

⑤椿桂川2.1d

⑦浦瀬川0.9d

⑧乙吉川1.1d

②稲葉川4.2d

③山北川4.2d

現在改修を進めて 
いる区間2.8d

⑨稲葉川放水 
路0.9d

⑥浦加桂川2.0d

①猿橋川5.6d

猿橋川 

　河川改修計画区間 　災害復旧助成事業による改修区間 
：砂防工事か所 ：がけ崩れ防止工事か所 

▲７・13新潟・福島豪雨で冠水した新組地区
（平成16年７月14日・ＪＲ押切駅上空から）

▲稲葉川放水路（イメージ）

▲改修後の猿橋川（イメージ・宮下工業団地付近）

稲葉川放水路 

猿橋川 

稲葉川 

猿橋川水系改修全体計画図

ち
ん
　
た



一
月
二
十
二
日
、
長
岡
操
車
場

南
地
区
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千

歳
を
会
場
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
被
災
し
た
神
戸
市
民
と
中
越
大

震
災
で
被
災
し
た
長
岡
市
民
と
の

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
年
一
月
十
七
日
に
震
災
十
年

を
迎
え
た
神
戸
市
が
、
震
災
の
経

験
や
教
訓
を
と
も
に
語
り
合
い
、

励
ま
し
合
お
う
と
企
画
し
実
現
し

た
も
の
で
す
。

住
民
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

交
流
会
に
は
、
神
戸
市
民
三
人

と
長
岡
市
民
約
四
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
神
戸
市
民
の
石
畠
幸
治

7 6

さ
ん
は
「
慣
れ
な
い
暮
ら
し
で
大

変
だ
け
ど
、
今
は
過
ご
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
住
民
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
語
り
、

ま
た
、
吉
田
悦
子
さ
ん
は
「
神
戸

の
場
合
、
仮
設
住
宅
で
は
周
り
は

知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
集

会
所
も
す
ぐ
に
は
出
来
な
か
っ
た

け
ど
、
出
来
て
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
お
茶
や
お
菓
子
を
持

ち
寄
っ
て
開
い
て
く
れ
た
お
茶
飲

み
会
で
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
心

の
傷
を
癒
す
に
は
お
し
ゃ
べ
り
が

大
切
で
す
ね
」
と
自
ら
の
体
験
を

基
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
皆
元
初
香
さ
ん
も
「
み
な

さ
ん
も
、
き
っ
と
明
る
い
日
が
く

る
こ
と
を
信
じ
て
前
に
進
ん
で
ほ

し
い
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
活
再
建
へ
の
力
に

仮
設
住
宅
入
居
者
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

月
に
は
集
会
所
で
町
内
ご
と
に
賀

詞
交
換
会
や
さ
い
の
神
の
準
備
な

ど
を
し
ま
し
た
。
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
打
ち
合
わ
せ
も
し
て
い
ま
す
。

集
会
所
が
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

茶
話
会
で
仲
間
づ
く
り

操
車
場
地
区
に
は
、
市
内
各
地

の
被
災
者
も
生
活
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千
歳
で
は
、

介
護
予
防
や
創
作
活
動
な
ど
の
教

室
が
週
二
回
開
か
れ
て
お
り
、
近

く
に
知
り
合
い
が
い
な
い
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
も
「
こ
こ
に
来

る
と
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
が
で
き

て
楽
し
い
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
操
車
場
地
区
以
外
の
六

カ
所
の
仮
設
住
宅
地
で
は
、
市
と

地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
協
力
し
、
健
康
体
操
や
生
活
相

談
な
ど
を
行
う
教
室
を
週
一
回
集

会
所
で
開
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
地
区
で
も
、
参
加
者
同
士
が
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す

る
ひ
と
と
き
を
設
け
て
い
ま
す
。

集
会
所
を
設
け
ま
し
た
。
現
在
、

そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

操
車
場
南
地
区
の
仮
設
住
宅
に

は
、
太
田
地
区
の
約
七
割
の
み
な

さ
ん
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
区
に
あ
る
集
会
所
は
、
場
所
が

変
わ
っ
て
も
地
域
住
民
の
活
動
を

続
け
よ
う
と
、
太
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
長
の
小
幡
行
雄
さ

ん
は
「
地
区
で
ま
と
ま
っ
て
入
居

し
た
こ
と
は
心
強
い
で
す
ね
。
正

集
会
所
が

地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
仮

設
住
宅
の
数
が
不
足
し
た
た
め
に
、

入
居
は
高
齢
者
優
先
と
な
り
、
結

果
と
し
て
地
域
住
民
が
離
れ
離
れ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
生

か
し
て
、
長
岡
市
で
は
地
区
ご
と

に
ま
と
ま
っ
て
仮
設
住
宅
に
入
居

で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
内
八
カ
所
す
べ
て

の
仮
設
住
宅
地
に
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

たくさんの人たちが激励に長岡を訪れ、私たちに元気を
くれました。

▲長岡市民を励ます神戸市民の皆元初香さん（左から２人目。
１月22日・サポートセンター千歳）

▼転倒予防体操後の茶話会で（１月17日・悠久山地区の集会所）

映画「北の零年」の特別
上映会（１月14日・リリッ
クホール）
主演女優の吉永小百合さ
んが「この映画でみなさん
の心に少しでも温かい灯が
ともり、明日に向かう勇気
になればうれしい」と舞台
あいさつし、映画を基に書
かれた詩を朗読して激励し
ました。

▲

横浜ベイスターズ選
手会被災地激励野球教
室（１月23日・新産体
育館）
三浦大輔投手ら選手
10人が、スポーツ少年
団の子どもたちを対象
に分りやすくピッチン
グや守備、バッティン
グを指導しました。

▲

ＫＯＢＥイルミネーションバス
（１月22日）
阪神・淡路大震災からの

復興を願う光の祭
典「神戸ルミナ
リエ」。それを
かたどり約１万
個の電飾を施し
た神戸市のバス
が、仮設住宅に
暮らす被災者に
あたたかい光り
と癒しの音を届
けました。

▲

▲ロイヤルチェンバーオーケストラ被災地慰問コンサート（１月22
日・リリックホール）
勇壮な行進曲やベートーベンの交響曲第９番などが演奏されまし
た。長岡交響楽団と長岡第九合唱団も特別出演し、約500人の聴衆は
オーケストラの響きと合唱団の元気あふれる歌声を楽しみました。

中
越
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
仮
設
住
宅
へ
入
居
し
た
み
な
さ
ん
は
、

仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
３
カ
月
目
を
迎
え
ま
し
た
。

市
で
は
、
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）

の
力
を
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
仮
設
住
宅
地
内
の
集
会
所
な
ど
を
中
心
に
住
民
同
士
の
交
流

が
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

が んば れ！長岡

一
月
十
七
日
に
悠
久
山
地
区
の

集
会
所
で
開
か
れ
た
転
倒
予
防
体

操
の
参
加
者
は
「
大
勢
い
る
と
み

ん
な
ほ
が
ら
か
に
な
る
ね
え
」「
同

じ
地
区
で
も
知
ら
な
い
人
も
い
る
。

顔
見
知
り
に
な
れ
て
い
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
、
各
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
な
ど
と
協
力
し
、

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
生
活
再

建
に
向
け
て
、
人
と
人
と
の
き
ず

な
が
心
の
支
え
と
な
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
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震災のため、市税の納期限を延長していましたが、このたび下
表とおり延長後の納期限を定めました。
納付がお済みでない人は、納期限までに既に送付済みの納付書
で納入してください。納付書を紛失した人には再交付しますので、
収納課に連絡してください。
口座振替の人は、納期限の日に振替します。

市県民税 
（普通徴収） 

市県民税 
（特別徴収） 

3期（当初16年11月1日） 4期 
（当初17年1月31日） 

4期 
（当初16年12月28日） 

28日b

平成17年2月 平成17年3月 延長後の 
納期限 

税目 10日e 15日c 31日e

固定資産税・ 
都市計画税 

10月分（当初16年11月10日） 
11月分（当初16年12月10日） 
12月分（当初17年 1 月11日） 
 1 月分（当初17年 2 月10日） 

2月分 
（変更なし） 

震災のため延長していた市税の
納期限を定めました

問い合わせ＝収納課139・2214
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ま
ち
の
景
観
は
、
自
然
や
風
土

に
加
え
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち

が
長
い
歴
史
の
中
で
つ
く
り
上
げ

て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
要
素

の
ひ
と
つ
で
す
。

市
で
は
、
長
岡
の
景
観
を
再
発

見
・
再
認
識
し
、
景
観
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
第
二
回

景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
あ
な
た

の
好
き
な
ま
ち
の

表
情
〜
長
岡
の
景

観
〜
」
。
四
季
折

々
の
自
然
景
観
や

歴
史
豊
か
な
風
景
、

人
々
が
織
り
成
す

風
景
、
明
日
に
伝

え
た
い
風
景
な
ど
、

市
内
外
の
み
な
さ

ん
か
ら
お
気
に
入

り
の
風
景
を
募
集

し
ま
し
た
。

67
の
風
景
を
審
査

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
六
十

七
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
で

入
賞
作
品
十
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
は
豊
口
協
さ
ん
（
長
岡
市

都
市
景
観
審
議
会
会
長
）
を
委
員

長
に
、
町
永
竹
松
さ
ん
（
全
日
本

写
真
連
盟
新
潟
県
本
部
顧
問
）
、

森
市
長
の
三
人
が
、
長
岡
ら
し
い

景
観
を
表
現
し
て
い
る
も
の
、
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
景
観
な
ど

を
基
準
に
行
い
ま
し
た
。

▲最優秀賞「春の誘い」（撮影場所：悠久山）

▲優秀賞「清新の朝」（撮影場所：千秋が原）

第
２
回
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
ま
る

こ
れ
が
私
の
好
き
な
長
岡
の
風
景
で
す

いざな

▲優秀賞「新しい街」（撮影場所：長生橋西詰）

あした

▲優秀賞「小春日和のベンチ」
（撮影場所：市民文化公園）

景観写真コンクールの応募作品を展示します。長
岡のすてきな表情をどうぞご覧ください。
期日＝２月11日-～15日c（14日bは休み）
時間＝午前９時30分～午後５時（11日-は午前10時

30分から）
会場＝美術センター（中央図書館２階）

景観写真展を開催します

（財）長岡市米百俵財団の奨学生募集

景観写真コンクール入賞者

●
被
災
住
宅
の
解
体
廃
棄
物

相
談
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

２
月
１
日
c
か
ら
、
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
寿
３
の
６
の
１
）

で
被
災
住
宅
の
解
体
廃
棄
物
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
＝
月
〜
土
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
祝

日
除
く
）

バ
ス
案
内
＝
長
岡

大
手
口
13
番
線
（
エ
コ
ト
ピ
ア

寿
行
き
）
乗
車
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
前
下
車
（
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
停
留
所
で
下
車
し
た
場
合
は

徒
歩
約
10
分
で
す
）

問
い
合

わ
せ
＝
環
境
施
設
課
1
24
・
２

８
３
８

●
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

交
付
申
請
書
の
提
出
は

お
早
め
に

市
役
所
１
階
で
「
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
交
付
申
請
書
」

の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

居
住
し
て
い
た
住
宅
が
半
壊

以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
で
、

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
お

早
め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
＝
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
　
問
い
合
わ
せ
＝

防
災
課
（
生
活
再
建
支
援
チ
ー

ム
）
1
39
・
２
５
１
５

●
災
害
義
援
金
の
配
分
を

進
め
て
い
ま
す

市
で
は
災
害
義
援
金
を
お
送

り
す
る
た
め
の
事
務
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
配
分
対
象
が
４
１
、

０
０
０
棟
以
上
（
１
棟
１
配
分
）

と
な
る
た
め
、
振
り
込
み
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
お
送
り
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
政
だ
よ
り
１
月
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
「
住
宅
の

『
被
害
認
定
通
知
書
』
が
届
い

て
い
な
い
世
帯
の
皆
さ
ん
へ
」

の
は
が
き
で
、
被
害
状
況
を
返

信
さ
れ
た
人
に
は
、
順
次
、
被

害
認
定
通
知
書
と
災
害
義
援
金

交
付
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
既
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人

や
世
帯
員
（
原
則
１
家
屋
に
つ

き
１
世
帯
主
に
通
知
）
に
対
し

て
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
1

39
・
２
２
１
７

●
住
宅
応
急
修
理
の
完
了
期
限

が
延
長
さ
れ
ま
し
た

国
制
度
分
が
１
月
22
日
g
か

ら
２
月
22
日
c
に
、
県
制
度
分

が
３
月
31
日
e
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
課
（
生
活

再
建
支
援
チ
ー
ム
）
1
39
・
２

５
１
５

早めに雪下ろしを
しましょう！

７・13水害または中越
大震災で被災した家庭の

子弟のために「被災者特別枠」を設け
ました。あわせて合併予定の５町村を
対象とし、２次募集をします。
◆応募資格（次のすべての条件を満た
している人）
①健康かつ学力優秀で経済的理由によ
り修学が困難な人
②平成16年３月末日以前から、引き続
き長岡市および５町村（今年４月１
日に合併する中之島町・越路町・三

島町・山古志村・小国町）に住む世
帯の子弟である人
③今年４月に大学（短大、夜間部、通信
教育部、大学院は除く）へ入学する人

④他の奨学金を受けていない人
被災者特別枠に応募する場合は、①
～④のほか次の条件が必要です。
７・13水害または新潟県中越大震災
の被災により、修学が困難な人
◆募集人数
30人程度（１次、２次募集あわせて。
被災者特別枠10人程度を含む）
◆申し込み（２次募集）
３月１日c～４月８日fに在学・出
身高校または高専へ申込書を提出（申
込書は学校にあります）
◆採用の決定時期 ５月初旬
◆貸付額（月額） 自宅通学　30,000円

自宅外通学40,000円
◆利息 無利子
◆貸付期間
平成17年４月から在学する大学の最
短修学年限の卒業期まで
◆返還方法
貸付期間終了後１年据え置き、その
後10年以内に年賦か半年賦で返還

被災青少年育英基金へご寄付を！
「被災者特別枠」のための「被災青少年

育英基金」を設置し、ただいま広く寄付を
募っています。受付期間は、平成17年12月
21日dまでです。
住宅の被害が軽微で、義援金を辞退しよ

うかとお考えの方がいらっしゃいましたら、
いったん義援金を受け取っていただき、寄
付にご協力をお願いします。
☆銀行振込
口座名義＝青少年育英基金　振込先・口座
番号＝北越銀行長岡市役所支店…普通預金
119243
現金の場合は市役所２階庶務課内7長岡

市米百俵財団事務局へ。

問い合わせ＝庶務課内7長岡市米百俵財団事務局139・2203
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固定資産税・都市計画税 問い合わせ＝資産税課139・2213

市税、保険料および
各種一部負担金を減免します
10月23日現在で居住していた住宅が「全壊」、「半壊または大規模半壊」と認定された人が

対象です。対象となる人には、２月中旬ころにお知らせします。お知らせが届かない場合はお
問い合わせください。
固定資産税・都市計画税については対象が異なります。11ページを参照してください。

個人市民税 問い合わせ＝市民税課139・2212

対象者＝平成15年中の合計所得金額が1,000万円以下の人
認定方法＝市が実施した住宅の被害認定調査結果に基づき、損害の程度を認定（家財については住宅と同程度の損

害があった場合）
減免割合＝平成16年度の個人市民税について、次の割合で減免

「半壊または大規模半壊」とは損害の程度が10分の２以上10分の５未満、「全壊」とは損害の程度が10分の５以
上をいい、半壊以上が減免の対象となります。
個人市民税が減免されると個人県民税も一緒に減免されます。

減免要件と手続き
【土地】著しい土地の崩落または土砂の流入による埋没もしくは著しく沈下した土地で、その被害面積が当該土

地面積の20％以上であるとき（おおむね以下のような被害程度の土地が対象）

上記に該当するような被害があった土地の所有者は、市役所２階「資産税課」に直接、減免申請書（資産税課に
あります）を提出してください。その際、現地の状況の分かる写真があればお持ちください。場合によっては、雪
消え後に現地の状況を確認してから減免する場合があります。
減免の申し出については、平成17年２月28日bまでにお願いします。

【家屋】市が実施した家屋の被害認定調査結果に基づき、被害が半壊以上（被害割合が20％以上）と認定された人
を対象に減免を行います。減免要件を満たす人には３月末までにお知らせします。

【償却資産】平成17年度償却資産申告書に基づき、被災による損害程度が決定価格の20％以上の場合に減免を行い
ます。１月末日までの申告の内容に基づいて、減免要件を満たす人には３月末までにお知らせします。

震災により家屋を取り壊した人は、資産税課までご連絡ください。

500万円以下であるとき 

損害の程度 
合計所得金額 

軽減または免除の割合 
半壊または大規模半壊 

750万円以下であるとき 

750万円を超えるとき 

2分の1

4分の1

8分の1

全   壊 
全　部 

2分の1

4分の1

▲崩落 ▲亀裂に伴う沈下 ▲沈下

老人保健医療費の一部負担金 問い合わせ＝国保医療課139・2220

対象者・減免割合＝国民健康保険医療費の一部負担金と同じ
減免期間＝平成16年10月23日g～平成17年４月22日f

受診方法＝該当者は通常どおり医療機関に一部負担金を支払って受診してください。後日、減免額をお返しします。
なお、３月中の受診する場合に限り、医療機関の窓口で支払う一部負担金が減免される場合があります
（詳しくは別途お知らせします）。

医療費助成の一部負担金 問い合わせ＝国保医療課139・2220

対象者＝居住する住宅が全半壊したため市民税が減免された世帯の人、または市民税非課税で居住する住宅が全半
壊した世帯の人で、「乳・幼児」「重度心身障害者」「ひとり親家庭等」および「老人」の医療費助成制度
の該当者

減免割合＝損害の程度が全壊・大規模半壊・半壊の場合は全額免除
減免期間＝平成16年10月23日g～平成17年４月22日f

受診方法＝該当者は通常どおり医療機関に一部負担金を支払って受診してください。後日、申請により一部負担金
をお返しします（詳しくは別途お知らせします）。

一部負担金の減免相談窓口
場所＝市役所１階国保医療課
時間＝午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日除く）

保険料および各種一部負担金等の減免については、平成16年10月23日以降の転入で、前住所地で住宅に被害があ
った人には、長岡市で減免適用される場合がありますので、お問い合わせください。

国民健康保険料・介護保険料 問い合わせ＝国保医療課139・2220
介護保険課139・2245

対象者＝平成15年中の世帯の合計所得金額が1,000万円以下の人
認定方法・減免割合＝個人市民税と同じ（平成16年度の保険料について減免）

介護保険サービス利用料（利用者負担金） 問い合わせ＝介護保険課139・2245

対象者・認定方法＝国民健康保険料・介護保険料と同じ
減免割合

減免期間＝平成17年２月１日c～平成18年１月31日c

減免方法＝該当者に後日お送りする「減免認定証」を、介護保険サービスを受ける際、事業者または施設の窓口に
提示することで、介護保険サービス利用料を減免

市民税・国民健康保険料・介護保険料・介護保険サービス利用料の減免相談窓口
場所＝市役所１階市民ホール
期間＝２月７日b～３月15日c午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日除く）

500万円以下であるとき 

損害の程度 
合計所得金額 

軽減または免除の割合 
半壊または大規模半壊 

750万円以下であるとき 

750万円を超えるとき 

2分の1

10分の3

10分の2

全   壊 
全　部 

2分の1

10分の3

国民健康保険医療費の一部負担金 問い合わせ＝国保医療課139・2220

対象者＝居住する住宅が全半壊したため市民税が減免された世帯の人、または市民税非課税で居住する住宅が全半
壊した世帯の人

減免割合

減免期間＝平成16年10月23日g～平成17年３月31日e

減免方法＝該当者は通常どおり医療機関に一部負担金を支払って受診してください。後日、減免額をお返しします
（詳しくは別途お知らせします）。

損害の程度 

全　壊 

半壊または大規模半壊 

軽減または免除の割合 

全　部 

2分の1

←



公
園
緑
地
課
1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
花
と
緑
の
教
室

「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
育
て

方
と
観
葉
植
物
の
管
理
」

日
時
＝
３
月
12
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
２
階
講
堂
　
講
師
＝
小
林

正
夫
緑
花
推
進
指
導
員
　
定
員

＝
60
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝

筆
記
用
具
　
参
加
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
２
月
14
日
b
〜
３

月
８
日
c

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.

jp特
に
記
載
の
な
い
催
し
は
、

す
べ
て
無
料
、
申
し
込
み
不
要

で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●1
特
別
図
書
整
理
に
伴
う

休
館
に
つ
い
て

中
央
図
書
館
は
２
月
16
日
d

〜
28
日
b
、
各
地
域
図
書
館
は

２
月
23
日
d
〜
28
日
b
、
特
別

図
書
整
理
を
行
う
た
め
休
館
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
２
月
か

ら
は
順
次
、
貸
出
期
間
を
３
週

間
程
度
に
延
ば
し
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
借
り
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
互
尊
文
庫
学
習
室
は
、

休
館
中
も
23
日
d
〜
25
日
f
午

後
１
時
〜
５
時
の
間
は
開
館
し

ま
す
。

●2
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
２
月
18
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
太
宰
治

著
「
き
り
ぎ
り
す
」

会
場
・

問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫
1
35

・
７
９
８
１

●3
映
画
会

日
時
＝
２
月
12
日
g
午
後
２
時

〜
３
時
45
分
　
内
容
＝
「
オ
ー

ル
　
ア
バ
ウ
ト
　
マ
イ
　
マ
ザ

ー
」（
’99
年
ス
ペ
イ
ン
）

会
場

＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝

１
９
０
人
（
先
着
）

●4
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
３
月
９
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
作
「
だ
め

よ
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
！
」

●5
お
は
な
し
工
作
教
室

ひ
な
ま
つ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
３
月
１
日
c
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
図
書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝

ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
簡
単

な
工
作
な
ど

●6
後
期
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
無
料
）

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
に

参
加
し
た
い
人
や
小
学
生
向
け

の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
と
い
う
人
に
お
す
す
め

の
講
座
で
す
。
３
回
と
も
（
な

る
べ
く
）
参
加
で
き
る
人
が
対

象
で
す
。

日
時
＝
①
３
月
２
日
d
午
前
10

時
〜
正
午
②
３
月
２
日
d
午
後

２
時
〜
４
時
③
３
月
16
日
d
午

後
２
時
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央

図
書
館
講
堂
　
テ
ー
マ
＝
①
②

…
学
校
図
書
館
の
理
想
と
現
実
、

③
…
子
ど
も
と
読
書
　
講
師
＝

①
②
…
児
童
図
書
館
員
・
中
村

順
子
さ
ん
③
…
松
之
山
中
学
校

校
長
・
井
上
恵
さ
ん
　
申
し
込

み
＝
２
月
28
日
b
ま
で
に
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
各
図
書
館
の

窓
口
で
（
一
時
保
育
あ
り
、
希

望
す
る
人
は
２
月
20
日
a
ま
で

に
要
申
し
込
み
）

市
政
だ
よ
り
４
月
号
に
掲
載
を
希

望
す
る
人
は
、
原
稿
を
３
月
１
日
c

ま
で
に
、
５
月
号
に
掲
載
を
希
望
す

る
人
は
４
月
１
日
f
ま
で
に
、
〒
９

４
０
―

８
５
０
１
（
住
所
記
入
不
要
）

長
岡
市
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、

持
参
、
FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー

ルinf-prd@
city.nagaoka.niigata.

jp

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

掲
載
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

□問
秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

■
い
き
い
き
中
越
っ
子
展

新
潟
県
中
越
大
震
災
　
被
災
学
校

児
童
・
生
徒
美
術
展
（
入
場
無
料
）

復
興
へ
向
け
た
希
望
の
灯
火
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
中
越
地
区
の
児
童

・
生
徒
の
美
術
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
２
月
９
日
d
〜
27
日
a

会

場
・
□問
県
立
近
代
美
術
館
1
28
・
４

１
１
１

■
新
潟
県
雇
用
・
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
＝
２
月
17
日
e
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
テ
ー
マ
＝
労
働
法
は
こ
こ
が

変
わ
っ
た
！
押
さ
え
て
お
き
た
い
運

用
ポ
イ
ン
ト
〜
改
正
労
働
法
・
派
遣

法
・
実
務
上
の
留
意
点
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
〜
　
講
師
＝
早
稲
田
大
学

教
授
・
島
田
陽
一
さ
ん
　
定
員

＝
１
０
０
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

無
料
　
□申
県
長
岡
地
域
振
興
局
労
働

経
済
課
1
38
・
２
５
４
７ □申

申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

13 12

（入場無料）
長岡ペンクラブを創設し、長岡の文壇界の育成に尽力
した羽賀善蔵さんは、その一方で画家として秀でた作品
をたくさん創作し、新潟県美術連盟の創設者としても活
躍しました。郷土文化の発展に貢献した羽賀善蔵さんの
作品をどうぞごらんください。
期　間＝２月19日g～３月２日d

時　間＝午前10時～午後６時
会　場＝中央図書館２階美術センター

講演会「羽賀さんをしのぶ」
日　時＝２月19日g午後２時～３時
講　師＝元新潟日報社長岡支社長・中

田健介さん
会　場＝中央図書館講堂　定　員＝190人
申し込み＝電話、Ｅメール、または各図書館窓口で
参加料＝無料
お問い合わせは中央図書館1３２・０６５８

Ｅメールlib@city.nagaoka.niigata.jpへどうぞ

■わんぱく広場 19日G午後１時～４時
20日A午前10時～午後４時

ジャンボ・スノー滑り台、雪壁登り、ストラックア
ウト、雪合戦体験、ペットボトルロケット、無線倶楽
部コーナー、ヘリコプター体験搭乗など、楽しいアト
ラクションが盛りだくさんです。

■ながおか100だるま大会 19日G・20日A

大賞作品には旅行券10万
円分を進呈（ファミリー・
子ども会部門は２作品に旅
行券５万円分を進呈）しま
す。
日時＝①一般・企業部門…
19日g午前10時～午後２時
②ファミリー・子ども会部

門…19日g・20日a午前10時～午後２時　申し込み＝
１チーム３人以上で、２月10日eまでに長岡観光・コ
ンベンション協会内「ながおか100だるま大会実行委員
会」132・1187、FAX31・1777へ

■浪漫的夜・雪花火・雪あかり
19日G午後５時30分から
（花火は午後６時45分から）

夜空を明るく照らし出す雪あかりや雪上花火をお楽
しみください。

■雪しかステージ 19日G午後１時～５時50分
20日A午前10時～午後４時15分

各催しの時間等についてはお問い合わせください。
★オープニング太鼓　悠久太鼓
★ウルトラマンとあそぼう（19日・20日各1回開催）
★アマチュアバンドライブ
★空から餅まき（19日・
20日各２回開催）
★越後ながおかミス雪娘
コンテスト　20日a

ミス雪娘には10万円相
当の旅行券を進呈します。
時間＝正午～午後１時10
分（予定） 応募資格＝高校生以上の未婚の女性　募
集人数＝50人（先着） 申し込み＝長岡商工会議所1
32・4500、1宮本村147・0757

■雪しか市 19日G午後１時～５時
20日A午前10時～午後４時

福祉団体などによるＰＲ・販売コーナーです。

■食楽座・物販コーナー 19日G午前11時～午後７時
20日A午前10時～午後４時

温かい飲み物、軽食の販売のほか、長岡広域市町村
圏の特産品の販売などを行います。
会場＝ハイブ長岡大展示ホール

■Ｄｒｅａｍ　Ｓｐｅｅｃｈ（ドリームスピーチ）
2005 ～未来に向けて夢を叫ぶ60秒～

20日A午後３時～４時
テーマを選んで、あなたの夢を思いっきり語ってく

ださい。夢の大賞に３万円分、長岡市長賞に２万円分、
優秀賞に１万円分の商品券を、前記以外の人に参加賞
として２千円分の商品券を進呈します。
テーマ＝①復興への願い②わたしの大切なもの③こん
な長岡大好き　応募方法＝２月14日bまでにＡ４の用
紙（原稿用紙可）にテーマと主張の趣旨を200字以内に
まとめ、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢を記入し、〒940－0065坂之上町２の１の１長岡商工
会議所内「ドリームスピーチ2005」係へ郵送またはFAX
34・4500で　出場者決定＝応募者の中から、小、中、
高校生、20歳未満、20～50歳代、60歳以上の各世代か
ら３人ずつ、審査の上、決定します。

■長岡雪しか祭り写真コンテスト
応募方法＝４ツ切サイズのプリントの裏に
作品名、氏名（ふりがな）、住所、電話番号
を記入し（長岡観光・コンベンション協会

132・1187に所定の応募票あり）、３月４日fまでに〒
940－0062大手通２の１の５長岡市役所大手通分室内長
岡観光・コンベンション協会へ。
入賞作品以外の応募作品は希望により、３月28日b

以降に返却します。

■特別イベント
★古志の火祭り　さいの神

19日G午後７時10分～
毎年３月に山古志村種苧原地区で行われている「古

志の火祭り」のさいの神を雪しかまつり会場で行いま
す。
復興に向けた希望の炎が燃え上がります。

期　　日＝２月19日G・20日A

会　　場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森
問い合わせ＝長岡雪しか祭り実行委員会事務局

（長岡商工会議所内132・4500、長岡市観光課内139・2221）

▲シンビジウム

震災復興祈願祭

▲雷人

※積雪や天候等の状況により一部内容を変更する場合があり
ます。また、会場の駐車台数には限りがありますので、路線
バス（循環バス「くるりん」など）をご利用ください。

ロマンチックナイト

と
も
し
び
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●1
野
村
万
作
狂
言
会

今
年
、
芸
歴
70
周
年
を
迎
え

た
野
村
万
作
さ
ん
と
そ
の
一
門

で
お
お
く
り
し
ま
す
。

初
め
て
ご
覧
い
た
だ
く
人
に

も
わ
か
り
や
す
い
解
説
付
き
で
、

２
つ
の
演
目
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
２
月
18
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
全
席
指

定
＝
３
、０
０
０
円
（
当
日
５
０

０
円
増
）

演
目
＝
解
説
…
石

田
幸
雄
さ
ん
、
「
仏
師
」
野
村

万
之
介
さ
ん
、
高
野
和
憲
さ
ん
、

「
二
人
袴
」
野
村
万
作
さ
ん
、

石
田
幸
雄
さ
ん
、
高
野
和
憲
さ

ん
、
竹
山
悠
樹
さ
ん

●2
リ
リ
ッ
ク
”
響
き
“シ
リ
ー

ズ
三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
7
回
響
き
合
う
ピ
ア
ノ

演
奏
会

地
震
に
よ
り
延
期
し
た
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
や
整
理
券
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学
校
４
年
生
〜
高
校
生
で
す
。
申
し
込
み
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
29
・
7
7
1
5

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格
者
の

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
27
日
a
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

●3
市
民
企
画
公
募
型
事
業

親
と
子
ど
も
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ

ア
ッ
テ
ナ
」

日
時
＝
３
月
５
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
出
演
＝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
･
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー

リ
ー
ズ
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
（
全

席
自
由
）
＝
大
人
２
、５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
）

●4
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
＆
小
山
裕

幾
コ
ン
サ
ー
ト

澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
と
２
０
０

４
年
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
フ

ル
ー
ト
部
門
第
１
位
に
輝
い
た

長
岡
高
校
３
年
の
小
山
裕
幾
さ

ん
の
共
演
で
す
。

日
時
＝
３
月
20
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料

金
＝
全
席
自
由
一
般
３
、０
０
０

円
　
学
生
１
、０
０
０
円
（
当
日

各
５
０
０
円
増
）

青
少
年
招

待
＝
20
人
（
申
し
込
み
は
２
月

20
日
a
必
着
で
）

●5
綾
戸
智
絵
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
４
月
２
日
g
午
後
５
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席
指
定
７
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
＝
３
月
５

日
g
午
前
９
時
か
ら
市
立
劇
場

と
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
窓
口
販

売
の
み
で
（
電
話
予
約
は
行
い

ま
せ
ん
。
ま
た
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

枚

数
制
限
＝
１
人
２
枚
ま
で

▲野村万作さん　

▲三善　晃さん　

●6『平成17年度上期
市民芸術文化活動助成事業』募集
地域に根ざした市民の自主的な芸術
文化活動を支援するため、経費の一部
を助成します。
対象ジャンル＝音楽、演劇、舞踊、伝

統芸能、映画、美術、文学など
芸術文化一般

対象事業＝平成17年４月１日f～９月
30日fの間に実施されるもの（成
果発表事業、芸術鑑賞事業、指
導者招へい事業など）

申請できる団体＝長岡市民を構成員に
含む団体で、主な活動の場が長
岡市内である団体、または長岡
市に在住、在勤、在学する個人

募集期間＝地震の影響を考慮し、２月
28日bまで期間を延長しました

農
林
政
策
課
1
39
・
2
2
2
4

●
農
業
プ
ロ
養
成
講
座
（
無
料
）

災
害
に
係
る
税
務
対
策
講
座

災
害
で
被
害
を
受
け
た
住
宅

や
家
財
の
損
失
額
の
求
め
方
や
、

所
得
税
の
雑
損
控
除
、
災
害
免

除
法
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

確
定
申
告
時
の
参
考
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
10
日
e
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
３

階
大
会
議
室
　
定
員
＝
50
人

（
認
定
農
業
者
を
優
先
し
、
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝

２
月
９
日
d
ま
で

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

ま
た
、
特
に
記
載
の
な
い
教
室

の
会
場
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
す
。

●1
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
習
得

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
を
自

在
に
使
え
る
よ
う
に
講
習
し
ま

す
。

日
時
＝
２
月
24
日
〜
３
月
４
日

の
水
・
木
・
金
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
（
計
５
回
）

会
場
＝

愛
誠
Ｐ
Ｃ
コ
ー
チ
ン
グ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
千
歳
３
、

太
陽
ビ
ル
３
階
）

対
象
＝
パ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

■
日
赤
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
２
月
26
日
g
・
27
日
a
、
３

月
12
日
g
・
13
日
a
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
計
４
回
）

会
場
＝
中

央
公
民
館
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
　
服
装
＝
活
動
し
や
す
い
も
の

対
象
＝
15
歳
以
上
で
４
日
間
受
講
で

き
る
人
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
２
月
23
日
d
ま
で
に
福
祉
総
務
課

内
日
赤
安
全
奉
仕
団
長
岡
市
分
団
事

務
局
1
39
・
２
２
１
７
へ

●3
ツ
ボ
教
室

東
洋
医
学
の

代
表
の
一
つ「
ツ

ボ
」
に
つ
い
て

学
び
、
肩
こ
り

や
腰
痛
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
４
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
肩
こ
り

・
腰
痛
の
解
消
法
　
講
師
＝
曽

山
良
成
さ
ん
、
曽
山
良
之
輔
さ

ん
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
５
０
０
円
　
持
ち
物

＝
タ
オ
ル
　
申
し
込
み
＝
２
月

14
日
b
〜
28
日
b

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
な
が
お
か
元
気
ら
ぁ
て
シ
リ
ー

ズ
「
ゴ
ス
ペ
ル
を
う
た
お
う
」

ゴ
ス
ペ
ル
で
心
の
疲
れ
を
癒
し

ま
し
ょ
う
。
参
加
無
料
。

日
時
＝
２
月
22
日
〜
３
月
15
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
４
回
）

講
師
＝B

ro.
T
aisuke

さ
ん
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月
10
日
e
か
ら

ン
　
申
し
込
み
＝
２
月
10
日
e

〜
21
日
b

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人

定
員
＝
10
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
４
、５
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
２
月
９
日
d
〜
21
日
b

●2
お
菓
子
づ
く
り
教
室

今
年
の
ひ
な
ま
つ
り
は
、
お

い
し
い
手
作
り
ケ
ー
キ
で
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
25
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
雛
ケ
ー

キ
と
ゼ
リ
ー
　
講
師
＝
佐
々
木

祐
洋
子
さ
ん
　
定
員
＝
24
人（
先

着
）

受
講
料
＝
１
、７
０
０
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

各教室とも基礎を学ぶ講座です。
期　間＝平成17年４月～18年３月まで（各講座30回）
対　象＝市内在住の60歳以上の人
受講講座および期間＝講座は１人１講座受講でき、１講座の受講期

間は最長４年間まで
参加費＝6,000円
申し込み＝２月28日b必着で、往復はがきの往信の裏に第１・第２

希望の講座名、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記
入し、返信の表に郵便
番号、住所、氏名を記
入して、〒940－0072
柳原町２の１長岡市中
央公民館へ（応募多数
の講座は抽選を行い、
３月中旬に結果を連絡
します）

高齢者趣味の教室　講座紹介（１人１講座のみ受講できます）

問い合わせ＝中央公民館1３２・０４３７
FAX３２・０５６１
Ｅメールchu-kou@city.nagaoka.niigata.jp

教　室　名 定員（人） 実 施 会 場 時　　間 曜日 

※各講座の①～⑤は、日時が異なるだけで内容は同じです。 
※民踊講座は、会場の都合で今年は開設しません。 
※持ち物は初回に説明します。 

午後 1 時30分～ 
　　 3 時30分 

和紙人形① 
絵画（水彩画）① 
茶道（宗偏流）① 
焼物① 
謡（宝生流） 
 
和紙人形② 
絵画（水彩画）② 
茶道（宗偏流）② 
焼物② 
 
書道（全般）① 
焼物③ 
リボンフラワー 
 
書道（全般）② 
ペン字 
焼物④ 
編み物（手編み） 
 
盆栽① 
籐工芸 
茶道（宗偏流）③ 
詩吟（神風流） 
焼物⑤ 
 
盆栽② 
絵手紙 
 
書道（全般）③ 
俳句① 
 
俳句② 

月 

火 

木 

金 

勤労青少年ホーム 
中央公民館 
　　〃 
　　〃 
　　〃 
 
勤労青少年ホーム 
中央公民館 
　　〃 
　　〃 
 
中央公民館 
　　〃 
　　〃 
 
中央公民館 
　　〃 
　　〃 
　　〃 
 
勤労青少年ホーム 
  　　〃 
中央公民館 
　　〃 
サンライフ長岡 
 
勤労青少年ホーム 
中央公民館 
 
中央公民館 
 　〃 
 
中央公民館 

午前10時～正午 

午前10時～正午 

午前10時～正午 

午前10時～正午 

午後 1 時30分～ 
　　 3 時30分 

午後 1 時30分～ 
　　 3 時30分 

午後 1 時30分～ 
　　 3 時30分 

30 
50 
30 
40 
30 
 
30 
50 
30 
40 
 
80 
40 
30 
 
80 
30 
40 
30 
 
50 
30 
30 
50 
40 
 
50 
40 
 
80 
50 
 
50

▲昨年のお菓子づくり教室で

『高齢者趣味の教室』受講生募集

返 信 940－×××× 

50

長 

岡 

花 

子 

長
岡
市
○
○
町
×
×
番
地
△
△
号 

第１希望講座名 

第２希望講座名 

郵便番号 

住所 

氏名（年齢） 

電話番号 

▲綾戸智絵さん　

タ
イ
ス
ケ

ブ
ラ
ザ
ー

ひ
な

ゆ
　
み
　
こ



◇
時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

◇
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

◇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

17 16

●1
長
岡
の
人
材
教
育
Ｂ
群
絵
画

作
品
展
（
中
島
小
、
表
町
小
、

神
田
小
、
新
町
小
）

期
間
＝
２
月
２
日
d
〜
７
日
b

●2
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

作
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展

期
間
＝
２
月
９
日
d
〜
21
日
b

●3
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

作
品
展

「
絵
手
紙
」

期
間
＝
２
月
23
日
d
〜
28
日
b

「
絵
画
」

期
間
＝
３
月
２
日
d
〜
７
日
b

●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ピ
ア
」
と
は
仲
間
と
い
う

意
味
で
す
。
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
は
、
障
害
が
あ
り
な
が

ら
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
方

が
相
談
者
と
な
り
、
当
事
者
の

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
1
39
・
2
7
6
3

■
若
者
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー

「
自
分
に
適
し
て
い
る
職
業
は
？
」

「
就
職
ま
で
の
準
備
は
？
」
そ
ん
な

悩
み
や
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

期
日
＝
①
２
月
15
日
c
・
16
日
d
②

３
月
23
日
d
・
24
日
e
（
①
②
と
も

同
じ
内
容
）

時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
　
対
象
＝
お
お
む
ね

30
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー
３
０
３
会
議
室
　
内
容

＝
ゲ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
よ
る
職
業
理
解
・
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
模
擬
面
接
ほ
か
　
定
員
＝

10
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
ヤ
ン

グ
・
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
な
が
お
か
・

高
橋
さ
ん
1
39
・
３
２
７
１

■
長
岡
高
校
「
地
域
の
声
を
聞
く
会
」

学
区
・
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
に

応
え
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
事
前
に

お
申
し
込
み
の
上
、
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
17
日
e
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
高
校
会
議
室
　
□申
長
岡

高
校
1
34
・
４
５
４
０
、
FAX
33
・
０

６
５
０

■
市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

「
便
秘
が
危
な
い
！
―

押
し
寄
せ

る
大
腸
が
ん
の
恐
怖
か
ら
身
を
守

る
為
に
―

」

日
時
＝
２
月
20
日
a
午
後
３
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
蒼
柴
の
間
　
講
師
＝
林
俊
壱
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
林
俊
壱
さ
ん
　
定

員
＝
１
５
０
人
（
先
着
）

□申
6
新

潟
県
薬
剤
師
会
事
務
局
・
小
林
さ
ん

1
０
２
５
・
２
８
１
・
７
７
３
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

立
場
か
ら
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

※
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
か
さ
わ
1
47
・
２
２

０
８
、
FAX
47
・
２
２
０
６
で
も
、

２
月
５
日
・
19
日
、
３
月
５
日

・
19
日
（
毎
月
隔
週
土
曜
日
）

の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
国
際
交
流・協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

緊
急
時
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
在
住
外
国
人

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
―

長

岡
の
経
験
か
ら（
無
料
）―

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。

被
災
地
長
岡
で
の
教
訓
を
基

に
、
中
山
間
地
に
あ
る
国
際
交

流
団
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
・

使
命
を
再
確
認
し
、
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
今
後
の
在
住
外
国

人
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
交
流

会
（
参
加
料
は
３
、０
０
０
円
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
定
員
＝
２
０

０
人
（
先
着
）

対
象
＝
国
際

交
流
お
よ
び
国
際
協
力
に
興
味

が
あ
る
、
ま
た
は
支
援
に
携
わ

っ
て
い
る
人
、
防
災
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
人
な
ど
　
内
容
＝

神
戸
お
よ
び
長
岡
の
在
住
外
国

人
支
援
活
動
経
験
者
に
よ
る
対

談
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
自
治
体

・
国
際
交
流
団
体
等
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

申
し
込
み
＝
２
月
７
日
b
〜
15

日
c
に
7
長
岡
市
国
際
交
流
協

会
（
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
「
地
球
広
場
」
内
事
務
局
）

へ

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

〜
い
ざ
と
い
う
時
あ
わ
て
な

い
〜
「
お
葬
式
の
話
」

日
時
＝
２
月
24

日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　

会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議

室
　
定
員
＝
40
人
（
先
着
）

講
師
＝
新
潟
県
葬
祭
業
協
同
組

合
・
山
中
正
さ
ん
　
申
し
込
み

＝
電
話
で

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
一
部
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●1
親
子
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

体
を
動
か
し
て
寒
さ
を
吹
き

と
ば
そ
う
。

日
時
＝
２
月
11
日
-
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

対
象
＝

乳
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
と
そ

の
保
護
者

●2
ミ
ニ
互
尊
文
庫
（
図
書
館
）

が
や
っ
て
く
る
！

図
書
館
の
絵
本
や
育
児
書
を

貸
し
出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
16
日
d
午
前
11
時

〜
正
午

※
貸
し
出
し
の
際
は
、
図
書
館

貸
出
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ

ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

当
日
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
住

所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●3
ち
び
っ
こ
ひ
な
ま
つ
り

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お

ひ
な
さ
ま
作
り
も
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
３
日
e
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
申
し

込
み
＝
３
月
１
日
c
ま
で

●4
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
　

ル
in
健
康
セ
ン
タ
ー

親
子
で
体
を
動
か
し
た
り
、

手
遊
び
な
ど
で
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
７
日
b
午
前
10
時

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

FAX
３９
・
２
７
１
５

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

「笑ってパワーを分かち合おう！」
ゲスト＝ヤングキャベツ（お笑い集団NAMARA）
日　時＝２月26日g午後２時～４時
会　場＝ながおか市民センター・地下イベント広場

イベント名 日　時 主催・申し込み 

がんばったおじいちゃん 
～92歳の被災体験談～ 

 2 月5日g 
午前10時～正午 

ナガオカ・レッツゴー 
「オアシス会」 
　　　　132・2532

女性のくらし写真展 
～写真で見る明治・大正・昭 
和～ 

期間は 
 2 月1日c～9日d

問い合わせは、ウィル 
ながおかへ 

語り合おう”あの時”のこと 
～2004年10月23日 
　　　　新潟県中越大震災～ 

 2 月19日g 
午後 1 時30分～ 3 時30分 

ウィメンズスタディズ 
・ネットワーキング 
　　　　133・8227

夫やパートナーとのこれから 
を考えるために 
～自立・自律のための実践ア 
イテム（制度・法律）を知る～ 

 2 月20日a 
午後 1 時30分～ 4 時 

NPO法人　女のスペー 
ス・ながおか 
　　　　138・0456

地域復興は家族再生から地域 
コミュニティの再生へ 
～震災後の自分再生と家族の 
関わり方～ 

 2 月27日a 
午前10時～午後 4 時 

震災後の家族再生・地 
域再生を考える実行委 
員会　申し込みは、ウ 
ィルながおかへ 

今、輝いて生きていますか 
～アグネス・チャンの講演ビ 
デオを見よう～ 

 2 月19日g 
午前10時～正午 

新日本婦人の会 
長岡支部 
　　　　134・7635

「布ナプキン」自分で作って 
みませんか（定員は各回10人。 
展示は午前10時～午後3時） 

 2 月19日g 
午前11時～正午 
午後 1 時30分～ 2 時30分 

元気のネットワーク 
　　　　135・5705

親子でスタンプラリーに挑戦！ 
～手を使ってうまくできるか 
な！？～（定員は各回15組） 

 2 月19日g 
午前11時～午後 0 時30分 
午後 1 時30分～ 3 時 

長岡友の会 
　　　　139・0158

かしこい消費者の部屋 
～見て・聞いて・味わって～ 

 2 月26日g 
午後 9 時30分～正午 

新潟県消費者協会 
長岡支部 
　　　　132・0022

18th ウィルながおかフォーラム
（参加無料）

女性も男性もともに生き生きと
暮らせるまち長岡の実現をめざして

夢・和・未来　　～人と人とのふれあいの中で～
期間＝２月１日c～27日a 会場＝ながおか市民センター

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
30
組（
先

着
）

申
し
込
み
＝
２
月
14
日

b
〜
３
月
４
日
f

●5
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
わ

い
わ
い
ル
ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ
ひ
よ
こ
コ
ー
ス

（
生
後
6
カ
月
未
満
）

日
時
＝
２
月
22
日
c
、
３
月
８

日
c
の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時

間
程
度
）

Ⅱ
め
ば
え
コ
ー
ス

（
生
後
6
カ
月
以
上
）

日
時
＝
２
月
18
日
f
、
３
月
１

日
c
の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時

間
程
度
）

●6
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵

描
き
タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
、
お
絵
描
き
、
製
作

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
16
日
d
〜
23
日
d
、

３
月
９
日
d
の
午
前
11
時
か
ら

（
45
分
程
度
）

●7
子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分２

月
24
日
e
の
生
後
４
カ
月

未
満
児
の
計
測
の
定
員
は
15
人

（
先
着
）
。
希
望
す
る
人
は
、

２
月
12
日
g
〜
22
日
c
に
ち
び

っ
こ
広
場
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
保
育
士

が
子
育
て
に

関
す
る
相
談

を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま

す
。

市民センターにいろんなおひなさまが勢
ぞろいします。みなさんぜひどうぞ。
日　時＝２月11日-～３月３日e

会　場＝まちの情報コーナー、２階ロビー
問い合わせ＝市民センター事務室

139・2763へ

ながおか市民センターひなまつり

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

期
日 

担
　
当 

2/17 
e

内
　
容 

乳
幼
児
の
虫

歯
予
防 

歯
科
衛
生

士 

24 
e

妊
婦
の
健
康 

・
生
後
4
カ

月
未
満
児
の

計
測 

助
産
師 

3/10 
e

家
庭
内
の
困

り
ご
と 

家
庭
児
童

相
談
員 

復興を願って

ゆめ　　は　　みらいへ

メーンイベント

ウィルながおか登録団体などのイベント

問い合わせはウィルながおか1３９・２７４６、FAX３９・２７４７
Eメールwill@city.nagaoka.niigata.jpへどうぞ

ほかにもたくさんの催しをご用意しました
▲ヤングキャベツ

▲外国人の方の安否確認巡
回前のミーティングで（10
月31日）

▲昨年のひなまつりで



■
県
立
長
岡
明
徳
高
校
歴
史
発
表
会

「
広
井
一
の
青
春
」

生
徒
が
授
業
で
調
べ
た
広
井
一
の

青
年
期
を
、
研
究
発
表
と
演
劇
で
再

現
し
ま
す
。
参
加
料
は
、
中
越
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ

ン
ト
広
場
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

□問
長
岡
明
徳
高
校
・
横
山
さ
ん
1
33

・
５
８
２
１

■
伊
藤
敏
博
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

地
震
で
延
期
し
て
い
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
10
月
の
チ
ケ
ッ

ト
も
有
効
で
す
。

点
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
手
話
、
要

約
筆
記
、
赤
外
線
補
聴
シ
ス
テ
ム
等

も
用
意
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
４
日
f
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー

入
場
料
＝
一
般
２
、７
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生
１
、５
０
０
円
（
い

ず
れ
も
当
日
３
０
０
円
増
、
介
助
者

は
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
ほ
か
　
□問
同
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
渡

辺
さ
ん
1
29
・
１
６
７
３

■
贈
答
品
交
換
即
売
会

代
金
の
15
％
を
手
数
料
と
し
、
残

り
を
提
供
者
に
支
払
い
ま
す
。

出
品
受
付
＝
３
月
10
日
e
・
11
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
即
売
会
＝

３
月
12
日
g
・
13
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
１

・
第
２
小
ホ
ー
ル
　
□問
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
事

務
局
1
32
・
０
０
２
２

■
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
受
講
者
募
集

社
交
ダ
ン
ス
を
覚
え
、
楽
し
く
踊

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
①
木
曜
会
（
３
月
３
日
e
か

ら
）
②
土
曜
会
（
３
月
５
日
g
か
ら
）

と
も
Ａ
コ
ー
ス
（
初
心
者
）
…
午
後

６
時
30
分
〜
７
時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス

（
経
験
者
）…
午
後
７
時
30
分
〜
８
時

50
分
　
会
場
＝
長
岡
郵
便
局
３
階
体

育
館
　
参
加
料
＝
月
１
、５
０
０
円

□申
各
コ
ー
ス
開
始
時
間
ま
で
に
直
接

会
場
へ
　
□問
郵
友
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
内
田
さ
ん
1
33
・
２
９
５
６

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会
員
募
集

基
礎
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
て
、
楽
し

く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
２
日
か
ら
の
毎
週
水
曜

日
（
月
４
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
定

員
＝
10
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
月

５
０
０
円
（
別
に
施
設
使
用
料
１
回

３
０
０
円
、
年
間
５
、０
０
０
円
）

□申
２
月
22
日
c
ま
で
に
バ
ル
カ
ン
ダ

ン
ス「
プ
ロ
レ
タ
」・
平
山
さ
ん
1
・

FAX
37
・
６
２
６
８（
午
後
７
時
以
降
）へ

■
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
教
室
生
徒
募
集

（
初
級
・
中
級
）

コ
ー
ス
と
日
時
＝
木
曜
コ
ー
ス
（
３

月
３
日
か
ら
）
①
初
級
…
午
後
６
時

15
分
か
ら
、
午
後
７
時
か
ら
②
中
級

…
午
後
８
時
か
ら
、
金
曜
コ
ー
ス（
３

月
４
日
か
ら
）
①
初
級
…
午
後
６
時

15
分
か
ら
②
中
級
…
午
後
７
時
か
ら
、

午
後
８
時
か
ら
　
会
場
＝
厚
生
会
館

第
２
小
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
30
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
月
２
、０
０
０
円（
初

回
に
）

持
ち
物
＝
内
履
き
　
□申
長

岡
市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・
太
刀

川
さ
ん
1
33
・
７
５
３
９

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
で
す
。

●1
和
紙
ひ
な
人
形
作
り

和
紙
を
使
っ
て
ひ
な
人
形
を

つ
く
り
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３

年
生
以
上
　
定
員
＝
15
人
（
先

着
）

材
料
費
＝
７
０
０
円

持
ち
物
＝
は
さ
み
、
物
差
し
、

鉛
筆
　
申
し
込
み
＝
２
月
13
日

a
ま
で

●2
お
も
し
ろ
い
か
ら
　
み
ん
な

集
ま
れ
！
数
字
パ
ズ
ル
入
門

（
無
料
）

ル
ー
ル
に
そ
っ
て
マ
ス
目
に

数
字
を
入
れ
て
い
く
数
独
（
す

う
ど
く
）
や
カ
ッ
ク
ロ
（
足
し

算
ク
ロ
ス
）
な
ど
の
数
字
パ
ズ

ル
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
26
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３

年
生
以
上
　
定
員
＝
15
人
（
先

着
）

持
ち
物
＝
鉛
筆
、
消
し

ゴ
ム
　
申
し
込
み
＝
２
月
19
日

g
ま
で

●3
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

日
時
＝
２
月
27
日
a
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10

分
　
内
容
＝
日

本
昔
ば
な
し

「
一
休
さ
ん
　

文
福
茶
釜
　
た

に
し
長
者
」、

世
界
名
作
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
　
マ
ッ
チ
売
り
の

少
女
」

●4
伝
承
折
り
紙
教
室

日
時
＝
３
月
５
日
g
・
12
日
g

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
対
象

＝
小
学
３
年
生
以
上
　
内
容
＝

折
り
紙
の
基
本
、
昔
か
ら
伝
え

ら
れ
た
日
本
の
折
り
紙
　
材
料

費
＝
６
０
０
円
　
定
員
＝
10
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月

26
日
g
ま
で

●5
親
子
七
宝
焼
の
つ
ど
い

日
時
＝
３
月
６
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
４
年
生
以
上
ま
た
は
親
子

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

内
容

＝
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー
チ
づ

く
り
な
ど
　
材
料
費
＝
３
０
０

円
〜
１
、１
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
２
月
27
日
a
ま
で

●6
初
め
て
の
切
り
絵
教
室

切
り
絵
の
基
礎
か
ら
作
品
作

り
ま
で
。

日
時
＝
３
月
６
日
a
・
13
日
a

・
20
日
a
・
27
日
a
の
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学

４
年
生
以
上
　
参
加
料
＝
８
０

０
円
　
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月
27
日
a
ま
で

●7
な
ん
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
！

初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
け
ん
玉

教
室
（
無
料
）

日
時
＝
３
月

12
日
g
午
前

10
時
〜
11
時

30
分
　
対
象

＝
小
学
３
年

生
以
上
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
け
ん
玉
の
10

の
基
本
技
（
け
ん
玉
は
用
意
し

ま
す
）

講
師
＝
日
本
け
ん
玉

協
会
会
員
で
準
初
段
・
三
間
清

二
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
２
月
27

日
a
ま
で

●8
春
う
ら
ら
咲
か
せ

世
界
記
録
！
子
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
け
ん
玉
記
録
会
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
19
日
g
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
対
象
＝
小
学
３
年

生
以
上
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

種
目
＝
10
の
技
の
成
功
回
数
を

得
点
に
し
て
競
い
ま
す
（
け
ん

玉
は
用
意
し
ま
す
）

表
彰
＝

第
１
位
に
は
世
界
記
録
証
、
上

位
に
は
順
位
賞
　
申
し
込
み
＝

２
月
27
日
a
ま
で

●9
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
温
水
プ

ー
ル
休
止
の
お
知
ら
せ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
温
水
プ

ー
ル
は
、
震
災
の
復
旧
工
事
の

日
程
が
未
定
の
た
め
、
当
分
の

間
休
み
ま
す
。

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

●1
野
外
博
物
館
積
雪
コ
ー
ス

実
施
日
＝
①
２
月
19
日
g
②
３

月
６
日
a

時
間
＝
午
前
10
時

〜
正
午
（
積
雪
・
気
象
状
況
に

よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
あ
り
）

会
場
＝
悠
久
山
公
園
自
由
広
場

集
合
場
所
＝
悠
久
山
公
園
小
動

物
園
前
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一

般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
防
寒
着
、

帽
子
、
手
袋
、
長
靴
、
雨
具

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

各
実
施
日
の
３
日
前
ま
で

●2
野
外
博
物
館
植
物
コ
ー
ス

身
近
な
春
の
植
物
を
探
し
て

信
濃
川
へ
出
か
け
ま
す
。

日
時
＝
３
月
12
日
g
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

集
合

場
所
＝
科
学
博
物
館
展
示
室

観
察
地
＝
信
濃
川
右
岸
河
川
敷

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
帽
子
、
雨
具

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

３
月
９
日
d
ま
で

青
少
年
育
成
課1

32
・
0
5
8
1

●
高
校
生
は
つ
ら
つ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座

日
時
＝
３
月
９
日
d
〜
３
月
11

日
f
（
２
泊
３
日
）

会
場
＝

国
立
赤
城
青
年
の
家
（
群
馬
県

19 18

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

勢
多
郡
富
士

見
村
）

対

象
＝
市
内
に

在
住
ま
た
は

通
学
す
る
高

校
生
　
内
容

＝
老
人
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
２
月
14
日
b
ま
で
に
、

各
高
校
ま
た
は
青
少
年
育
成
課

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
育

成
課
1
32
・
０
５
８
１

※
参
加
者
事
前
研
修
会
を
２
月

27
日
a
午
後
２
時
か
ら
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

●
み
そ
づ
く
り
参
加
者
募
集

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
コ
ー
ス
…

３
月
４
日
f
〜
６
日
a
、
Ｂ
コ

ー
ス
…
３
月
18
日
f
〜
20
日
a

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
使
用
…
２
、

５
０
０
円
、
大
豆
10
㎏
使
用
…

５
、０
０
０
円
　
定
員
＝
各
コ
ー

ス
と
も
大
豆
１
２
０
㎏
ま
で

申
し
込
み
＝
２
月
10
日
e
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、
希

望
大
豆
量
（
５
㎏
・
10
㎏
の
別
）

を
記
入
し
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し

て
〒
９
４
０
―

０
８
２
１
栖
吉

町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農

業
セ
ン
タ
ー
へ

入園料・駐車料・ロープリフト使用料（積雪が十分に
ある土・日・祝日に運行）は無料です。
期間＝２月27日aまで　
開園時間＝午前９時30分～午後４時30分
２月の休園日＝２月７日b、14日b、21日b、28日b

■スキー教室
各回完結レッスンです。事前に管理センター147・80
01までお申し込み下さい。
①ゲレンデスキー教室（初心～初級者向け）
期日＝２月５日g・６日a・19日g・20日a・26日g・
27日a 時間＝午前10時30分～正午
定員＝50人（先着） 参加料＝1,500円
②歩くスキー教室（初心～初級者向け・参加無料）
期日＝２月５日g・６日a・19日g・20日a

時間＝午後１時30分～３時　定員＝30人（先着）
※定員に空きがあれば当日も受け付けます

ウィンターフェスタ’05  
～一面に広がるスノーパラダイスで遊ぼう！～
期間＝２月11日-～13日a

◇「にんげんそり2005」越後丘陵公園杯（参加料200円）
自分の体を“そり”にして、タイムと芸術点を競いま
す。賞品もあります。

日時＝２月11日-午前11時30分～午後
２時　定員＝1 0 0人（先着。定員に余
裕があれば当日受け付け可） 申し込
み＝２人以上でチームをつくり事前に
Global Projectにんげんそり大会事務
局133・9018、FAX33・9013へ
◇ちびっ子雪中元気ゲーム大会（無料）
雪中宝探しゲーム、雪玉で狙うストラックアウト、雪

だるまづくりなどの雪と遊ぶゲームに参加しませんか。
賞品もあります。
日時＝２月11日-～13日a午前10時～午後３時
◇スノーモービルトレイン（無料）
スリル満点のチューブソリと雪景色を楽しめるゴンド

ラソリの２種類があります。
日時＝2月11日-～13日a午前10時～午後３時30分
◇大道芸バルーンアートショー（無料）
日時＝2月12日g午前11時30分～正午、午後２時～２時
30分
◇わら細工体験教室（無料）
わらを編んでわら細工やわらじを作ります。

日時＝2月11日-～13日a午前10時～正午、午後１時～
４時

国営越後丘陵公園　ホワイトシーズンへ行こう！

▲ころりん

問い合わせ＝越後公園管理センター1４７・８００１

▲和紙ひな人形

BSNラジオ（１０６２KHz）「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

FMながおか（７６.４MHz）「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日の午前７時45分ころから７分間、午後５時15分
ころから７分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」の申し込みができます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

グローバル　プロジェクト



１
４
１

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
ま
た
は
在
学
の
た

め
に
必
要
な
資
金
を
保
護
者
に
融
資

す
る
制
度
で
す
。

対
象
＝
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０

万
円
（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）

以
内
　
融
資
限
度
額
＝
２
０
０
万
円

（
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
）

金

利
＝
年
１
・
７
％
（
１
月
10
日
現
在
）

融
資
期
間
＝
10
年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭
は
１
年
の
延

長
が
可
能
）

返
済
方
法
＝
毎
月
元

利
均
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可

能
）

□問
国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡

支
店
1
36
・
４
３
６
０

長
岡
市
体
育
協
会（
市
民
体

育
館
内
）
1
34
・
2
1
3
0
と

加
盟
団
体
の
催
し

●1
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示

大
賞
１
点
、
奨
励
賞
５
点
、

佳
作
７
点
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
（
各
会
場
の
最
終
日
は

正
午
ま
で
）。

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市
体
育

協
会
1
34
・
２
１
３
０

●2
市
民
体
育
祭
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

期
日
＝
３
月
21
日
0

会
場
＝

宮
内
小
学
校
体
育
館
　
種
別
＝

個
人
戦
…
小
学
生
以
下
（
基
本

動
作
、
小
太
刀
、
長
剣
）
、
中

学
生
以
上
（
基
本
動
作
、
小
太

刀
、
長
剣
、
得
物
自
由
）
、
団

体
戦
（
３
人
）
…
小
学
生
以
下

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
３
月
11
日
f
午
後
５

時
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
7

長
岡
市
体
育
協
会
へ

●3
山
岳
ス
キ
ー

①
市
民
山
岳
ス
キ
ー
講
習
会

コ
ー
ス
＝
市
営
ス
キ
ー
場
周
辺

期
日
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
２
月
13
日

a
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
２
月
20
日
a
、

Ｃ
コ
ー
ス
…
３
月
６
日
a

参

加
料
＝
Ａ
・
Ｂ
コ
ー

ス
…
５
０
０
円
、
Ｃ

コ
ー
ス
…
１
、０
０
０

円
　
集
合
＝
午
前
８

時
30
分
に
市
民
体
育

館
南
側
駐
車
場
　
持

ち
物
＝
ス
キ
ー
用
具
、

昼
食
、
水
筒
、
ス
キ

ー
シ
ー
ル
（
貸
し
出

し
可
）
、
防
寒
具
、

雨
具
、
サ
ブ
ザ
ッ
ク

申
し
込
み
＝
Ａ
コ
ー

ス
…
２
月
９
日
d
、

Ｂ
コ
ー
ス
…
２
月
16

日
d
、
Ｃ
コ
ー
ス
…

３
月
２
日
d
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
7
長
岡
市
体

育
協
会
へ

②
苗
場
山
市
民
ス
キ
ー
登
山

期
日
＝
３
月
12
日
g
・
13
日
a

の
１
泊
２
日
　
対
象
＝
①
市
民

山
岳
ス
キ
ー
講
習
会
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
②
ス
キ
ー
技
術
が

中
級
以
上
の
人
　
参
加
料
＝
１

５
、０
０
０
円
　
集
合
＝
午
前
８

時
に
市
民
体
育
館
駐
車
場
　
定

員
＝
30
人
（
先
着
）

□申
３
月

２
日
d
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
7
長
岡
市
体
育
協
会
へ
　
説

明
会
＝
３
月
８
日
c
午
後
６
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室

で
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
ス

キ
ー
協
会
・
高
野

さ
ん
1
36
・
０
３

３
５

■
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
無
料
体
験
ス
ク
ー
ル

対
象
＝
年
中
園
児
〜
小
学
校
３
年
生

日
時
＝
２
月
７
日
〜
28
日
の
毎
週
月

曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場
＝
新
産
体
育
館
　
□問
長
岡
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
野
口
さ
ん

1
35
・
７
７
１
７

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
＝
２
月
18
日
f
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
長
岡
総
合
庁
舎
第
２
会
議
室
（
四

郎
丸
町
）

持
ち
物
＝
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、
銃
砲
刀

剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が
発
行

し
た
も
の
）
、
審
査
手
数
料
１
件
に

つ
き
６
、３
０
０
円
（
県
収
入
証
紙
で

納
入
、
印
鑑
不
要
）

□問
県
教
育
庁

文
化
行
政
課
1
０
２
５
・
２
８
５
・

５
５
１
１

■
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談

窓
口
時
間
を
延
長

①
３
月
末
ま
で
月
曜
日
の
受
付
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
延
長

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
。

２
月
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

②
休
日
の
年
金
相
談
窓
口
開
設

日
時
＝
２
月
19
日
g
・
20
日
a
、
３

月
12
日
g
・
13
日
a
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

◇
　
　
　
　
◇

□問
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
1
36
・
５
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□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

（
水
や
り
）
大
き
な
葉
や
花
か

ら
蒸
散
が
多
い
の
で
、
水
を
多

く
ほ
し
が
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

鉢
土
が
葉
に
隠
れ
て
表
土
が

見
え
に
く
い
の
で
、
指
先
で
鉢

土
の
乾
き
具
合
を
確
か
め
て
、

葉
が
し
お
れ
る
前
に
水
を
与
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
開
花
期
間
が
長
く
、

多
肥
を
好
み
ま
す
。
元
肥
と
し

て
緩
効
性
の
肥
料
を
与
え
、
月

に
２
、
３
回
は
液
肥
を
与
え
て

補
い
ま
す
。

肥
料
が
足
り
な
く
な
る
と
、

葉
の
色
が
薄
く
な
り
、
花
の
数

も
少
な
く
な
る
の
で
、
常
に
肥

料
が
効
い
て
い
る
状
態
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

（
２
番
花
の
開
花
）
昨
年
の
う

ち
か
ら
開
花
し
た
株
は
、
花
が

終
わ
り
か
け
た
こ
ろ
、
切
り
戻

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

ー
ム
色
な
ど
大
変
豊
富
で
す
。

花
の
大
き
さ
も
、
大
輪
系
か
ら

中
・
小
輪
系
ま
で
あ
る
の
で
、

鉢
植
え
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

数
株
を
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
ま
と

め
て
植
え
込
む
と
一
層
華
や
か

に
な
り
ま
す
。

和
名
で
は
富
貴
菊
や
富
貴
桜

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
播
種
と
育
苗
）
一
般
的
に
は

し
を
し
て
傷
ん
だ
下
葉
を
取
り

除
い
て
や
る
と
、
株
元
か
ら
新

芽
が
出
ま
す
。
こ
れ
を
大
切
に

育
て
る
と
、
３
〜
４
月
こ
ろ
に

も
う
一
度
開
花
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
肥
料
切
れ
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
ネ
リ
ア
は
大
西
洋
の
カ

ナ
リ
ア
諸
島
な
ど
が
原
産
の
園

芸
品
種
で
す
。
耐
寒
性
が
弱
く
、

暑
さ
に
も
弱
い
品
種
で
、
冷
涼

な
気
候
を
好
み
ま
す
。
本
来
は

多
年
草
で
す
が
、
日
本
で
は
夏

越
し
が
難
し
い
の
で
、
一
年
草

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
キ
を
思
わ
せ
る
大
形
の
葉

を
持
ち
、
花
は
株
全
体
を
覆
う

よ
う
に
し
て
咲
き
ま
す
。
花
色

は
、
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
、
ク
リ

華
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
サ
イ
ネ
リ
ア

雪
で
一
面
の
銀
世
界
と
な
り
、
単
調
な
色
彩
に
寂
し
さ
を
感
じ
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
花
屋
の
店
頭
に
は
、
早
春
を
飾
る
代
表
的
な

鉢
花
と
し
て
、
プ
リ
ム
ラ
類
と
と
も
に
サ
イ
ネ
リ
ア
（
シ
ネ
ラ
リ
ア
）

が
並
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
、
早
春
の
室
内
を
彩
る
サ
イ
ネ
リ
ア
の
紹
介
で
す
。
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▲サイネリア

９
月
に
ま
き
ま
す
。
早
く
ま
く

ほ
ど
大
株
に
育
ち
ま
す
が
、
発

芽
適
温
は
18
度
な
の
で
、
高
温

期
の
育
苗
が
難
し
い
品
種
で
す
。

株
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

鉢
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。

目
安
は
、
本
葉
が
４
、
５
枚
に

な
っ
た
ら
３
号
鉢
に
、
７
、
８

枚
に
な
っ
た
ら
４
〜
４
・
５
号

鉢
に
、
さ
ら
に
５
〜
５
・
５
号

鉢
に
植
え
替
え
ま
す
。

（
用
土
）
植
え
替
え
の
と
き
は
、

市
販
の
培
養
土
よ
り
や
や
重
め

の
土
が
よ
い
の
で
、
例
え
ば
赤

玉
土
６
、
腐
葉
土
か
堆
肥
４
の

混
合
土
を
用
い
て
、
株
が
ぐ
ら

つ
か
な
い
程
度
の
浅
植
え
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
場
所
）
日
光
を
好
む
の
で
、

日
当
た
り
の
よ
い
場
所
で
育
て

ま
す
。
生
育
の
適
温
は
10
〜
16

度
と
低
温
で
、
日
が
短
く
な
っ

て
く
る
と
、
花
芽
の
形
成
が
促

進
さ
れ
、
し
ま
っ
た
株
に
育
ち

ま
す
。

冬
期
間
は
室
内
の
明
る
い
窓

辺
な
ど
に
置
き
、
花
が
ら
摘
み

を
し
て
、
次
の
つ
ぼ
み
に
日
が

当
た
る
よ
う
に
し
ま
す
。
生
育

の
た
め
に
は
５
度
以
下
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
が
、
最

低
室
温
が
２
〜
３
度
で
も
枯
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中越大震災復興事業

体を動かして、元気と能力をアップさせよう。どの開催日も専門インストラクタ
ーが指導します。当日、直接会場へどうぞ（送迎は各自でお願いします）。
持ち物＝運動できる服装、内履きの運動靴　時間＝①午前11時～正午、②③午後４
時～５時　内容＝①②リズム体操など親子体育遊び、③マットやボールなどを使っ
た体の動きづくり運動　問い合わせ＝7長岡市体育協会134・2130

●
平
成
17
年
度
前
期

学
校
開
放
の
ご
案
内

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動

を
行
う
市
民
団
体
お
よ
び
市
民

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
市
立
小

・
中
学
校
の
体
育
施
設
（
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
武
道
場
）

や
特
別
教
室
等
（
音
楽
室
、
図

工
室
、
家
庭
科
室
、
図
書
室
、

会
議
室
）
を
開
放
し
ま
す
（
学

校
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い

場
所
も
あ
り
）。

使
用
期
間
＝
４
月
１
日
f
〜
９

月
30
日
f

使
用
時
間
＝
平
日

…
午
後
５
時
〜
９
時
30
分
、
土

・
日
・
祝
日
等
（
休
校
日
や
長

期
休
業
期
間
を
含
む
）
…
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
30
分
　
申
し

込
み
＝
２
月
23
日
d
〜
３
月
８

日
c
に
使
用
し
た
い
学
校
に
あ

る
使
用
許
可
申
請
書
を
直
接
そ

の
学
校
へ
提
出
（
特
別
教
室
等

の
使
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
市
役
所
５
階
の
教
育
総

務
課
で
使
用
者
登
録
が
必
要
）

使
用
者
の
決
定
＝
原
則
と
し
て
、

地
域
（
校
区
内
）
の
団
体
を
優

先
（
申
し
込
み
が
重
な
っ
た
場

合
は
３
月
15
日
c
午
後
７
時
か

ら
市
役
所
５
階
男
子
厚
生
室
で
、

申
し
込
み
者
同
士
の
話
し
合
い

を
実
施
。
話
し
合
い
が
つ
か
な

い
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
。
な

お
、
４
月
以
降
空
き
が
あ
る
と

き
は
随
時
受
け
付
け
）

問
い

合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課
1
39
・

２
２
３
８

●
上
級
救
命

講
習
会
（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
（
成
人
、
小
児
、

乳
幼
児
）
、
止
血
法
お
よ
び
傷

病
者
の
管
理
法
を
含
め
た
高
度

な
応
急
手
当
の
講
習
会
（
８
時

間
）
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
、

「
上
級
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

な
お
、
中
越
大
震
災
の
た
め

開
催
を
中
止
し
た
昨
年
10
月
24

日
の
講
習
会
に
申
し
込
ん
で
い

た
人
も
、
今
回
受
講
を
希
望
す

る
場
合
は
、
再
度
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
（
休
憩
１
時
間
）

会
場
＝
消
防
本
部
講
堂
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
）

申
し
込
み

＝
２
月
14
日
b
か
ら
消
防
署
救

急
係
1
35
・
２
１
９
３
へ

人口と世帯数 住民基本台帳登録数17.１.１（前月比）

192,297人 94,355人 97,942人 67,846世帯
（－29） （＋6）（－8）（－21）

（財）

▲大賞「秋空の下 ～地震なんかに負けないぞ～」
若杉育美さん（大町２）

キッズ・親子体育遊びの日（無料） 

①親子体育遊びの日 
（未就園児） 

会場 
コース 

②親子体育遊びの日 
（就園児） 

③キッズ体育遊びの日 
（小学１～３年生） 

2 / 9 d
3 / 9 d

2 / 2 d
　 23d
3 /23d

2 /16d
3 /16d
　 30d

①の対象は未就園児と保護者、②の対象は未就園児と保護者。 

市民体育館 
（小アリーナ） 

2 /15c
3 /15c
　 29c

2 / 8 c
3 / 1 c

2 /22c
3 /22c

南部体育館 
（グリーンフロア） 

2 / 3 e
　 24e
3 /24e

2 /17e
3 /17e

2 /10e
3 /10e

北部体育館 
（多目的ホール） 

2 /11-
3 /11f

2 / 4 f
　 25f
3 /25f

2 /18f
3 /18f

新産体育館 
（ホール） 

期　間 会　場 

市民体育館 

南部体育館 

北部体育館 

市民センター 

新産体育館 

みしま体育館 

2/ 5 g～    17e

18f～    24e

25f～3/4f

3/ 5 g～    15c

16d～    23d

24e～    31e



■
労
働
相
談
窓
口
を
開
設
（
無
料
）

賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
に
関
す

る
悩
み
の
ほ
か
、
中
越
大
震
災
に
伴

う
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
　
時
間
＝
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
□問

県
長
岡
地
域
振
興
局
労
働
経
済
課
1

37
・
６
１
１
０

■
長
岡
・
小
千
谷
地
区
合
同
就
職

面
接
会
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

日
時
＝
２
月
16
日
d
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
内

容
＝
参
加
企
業
（
約
80
社
）
と
の
個

別
面
接
会
　
対
象
＝
今
年
３
月
新
規

学
校
卒
業
予
定
者
と
一
般
求
職
者

□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
・
学
卒
担
当

1
32
・
１
１
８
１

■
2
月
は
司
法
書
士
に
よ
る
相
続

登
記
の
無
料
相
談
月
間
で
す

相
続
登
記
や
諸
手
続
き
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
お
近
く

の
司
法
書
士
事
務
所
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

□問
新
潟
県
司
法
書
士
会
1
０
２
５
・

２
２
８
・
１
５
８
９

■
求
職
者
対
象
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
２
月
16
日
d
〜
18
日
f
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

内
容
＝
能

力
開
発
情
報
の
提
供
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
必
要
性
と
進
め
方
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
講
習
な
ど
　
□申
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー
1
０
２

５
・
２
４
０
・
０
５
３
１

■
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
よ
ろ
ず

電
話
相
談
（
相
談
無
料
）

1
0
2
5
・
2
8
5
・
4
1
6
5

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

■
英
会
話
教
室
参
加
者
募
集

日
時
＝
２
月
18
日
〜
３
月
18
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分

会
場
＝
長
岡
郵
便
局
　
対
象
＝

初
心
者
　
講
師
＝
畠
山
晴
海
さ
ん
ほ

か
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

□申
２
月
11
日
f
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―

８
７
９
９
長
岡
郵
便
局

総
務
課
英
会
話
教
室
係
へ
　
□問
畠
山

さ
ん
1
36
・
７
７
３
６

■
話
し
方
教
室
「
話
の
泉
」

会
員
募
集

２
月
23
日
d
午
後
７
時
か
ら
中
央

公
民
館
で
見
学
会
を
開
催
（
無
料
）。

日
時
＝
４
月
６
日
d
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
〜
３
水
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費

＝
年
１
２
、０
０
０
円
　
□申
話
の
泉
・

名
地
さ
ん
1
66
・
６
４
３
２（
午
後
７

時
〜
10
時
）
へ

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
18
日
f
、
３
月
11
日
f

の
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

□問

介
護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会

事
務
局
1
39
・
２
２
４
５

●
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

期
日
＝
３
月
２
日
d
・
３
日
e

（
２
日
間
）

定
員
＝
１
０
０

人
（
先
着
）

会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
　
テ
キ
ス
ト
代
＝
３
、２

５
０
円
　
申
し
込
み
＝
２
月
10

日
e
〜
25
日
f
に
顔
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
、
６
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
を
添

え
て
、
消
防
本
部
、
各
出
張
所

・
分
遣
所
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

消
防
本
部
予
防
課
1
35
・
２
１

９
０

●
2
月
15
日
は
児
童
手
当
の

支
給
日
で
す

２
月
、
６
月
、
10
月
の
15
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
直
前
の
平
日
）
は
児
童

手
当
の
支
給
日
で
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
み

な
さ
ん
は
、
通
帳
な
ど
で
指
定

口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
1

39
・
２
２
１
９

●
特
別
栽
培
農
産
物

生
産
者
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
17
年
に
、
特
別
栽
培
農

産
物
（
農
薬
お
よ
び
化
学
肥
料

を
使
用
し
な
い
栽
培
方
法
ま
た

は
使
用
を
慣
行
栽
培
基
準
の
５

割
以
下
に
削
減
し
た
栽
培
方
法

で
生
産
す
る
農
産
物
）
の
生
産

を
行
い
、
長
岡
市
産
特
別
栽
培

農
産
物
の
認
証
を
受
け
た
い
人

は
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限
＝
２
月
15
日
c

問

い
合
わ
せ
＝
農
林
政
策
課
1
39

・
２
２
２
４

●
財
団
法
人
長
岡
市
企
業
公
社

臨
時
職
員
募
集

職
種
＝
施
設
管
理
員
　
雇
用
期

間
＝
４
月
１
日
〜
来
年
３
月

募
集
人
数
＝
若
干
名
　
勤
務
場

所
＝
①
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
②
大

手
通
り
地
下
駐
車
場
　
職
務
内

容
＝
施
設
利
用
者
の
応
接
、
施

設
の
維
持
管
理
　
応
募
資
格
＝

昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和
30

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

賃
金
＝
日
額
６
、６
５
０
円
（
社

会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日

＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替

制
・
変
則
勤
務
　
試
験
日
＝
２

月
22
日
c

選
考
方
法
＝
適
性

検
査
、
面
接
　
申
し
込
み
＝
２

月
２
日
d
〜
15
日
c
に
、
長
岡

市
企
業
公
社
（
要
町
２
の
1
北

越
銀
行
宮
内
西
出
張
所
内
）
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
長
岡
（
市
民
セ
ン
タ
ー

23 22

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

平
成
17
年
度
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
用
品
の
価
格
を
調
査
し

た
り
、
情
報
提
供
を
し
た
り
し

ま
す
。

仕
事
の
内
容
＝
①
価
格
調
査（
月

１
回
）
②
会
議
、
講
座
へ
の
出

席
（
平
日
の
昼
間
開
催
）
③
情

報
提
供
ほ
か
　
応
募
資
格
＝
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
　
任

期
＝
４
月
〜
来
年
３
月
　
募
集

人
数
＝
18
人
　
報
酬
＝
年
１
２
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
２
月

日
程
度
（
１
日
８
時
間
。
早
番
、

遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
３
月

３
日
e

選
考
方
法
＝
適
性
検

査
、
面
接
　
申
し
込
み
＝
２
月

３
日
e
〜
18
日
f
に
、
市
役
所

２
階
児
童
福
祉
課
、
市
民
セ
ン

タ
ー
４
階
「
ち
び
っ
こ
広
場
」

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
児
童
福
祉
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝

児
童
福
祉
課
1
39
・
２
２
１
９

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1

32
・
１
１
８
１

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
無
料
）

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
器
具
の
利
用
や
軽
体
操

を
自
主
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
痴
ほ
う
予
防
な
ど
、
理

学
療
法
士
・
保
健
師
等
が
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
２
月
24
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ
電
話
で

●2
1
歳
6
か
月
児
の

休
日
健
診

対
象
＝
保
護
者
が
共
働
き
な
ど

の
理
由
で
、
平
日
の
１
歳
６
か

月
児
健
診
を
受
診
で
き
な
い
平

成
15
年
６
月
〜
８
月
生
ま
れ
の

子
ど
も
　
日
時
＝
２
月
26
日
g

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
各
生
年
月
15
人（
先
着
）

申

し
込
み
＝
生
年
月
に
よ
っ
て
申

し
込
み
開
始
日
が
異
な
り
ま
す

（
詳
し
く
は
個
別
に
送
付
の
案

内
通
知
を
参
照
）

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

震
災
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心

の
手
当
て
に
関
す
る
こ
と
や
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
食
事

な
ど
の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
（
先
着
）。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人
②

昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
２
級

以
上
の
ボ
イ
ラ
ー
技
師
免
許（
一

部
施
設
）
を
有
す
る
人
　
賃
金

＝
①
月
額
１
５
７
、０
０
０
円
②
日

額
６
、３
９
０
円
（
①
②
と
も
社

会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日

＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替

制
勤
務
　
試
験
日
＝
２
月
28
日

b

選
考
方
法
＝
レ
ポ
ー
ト
、

適
性
検
査
、
面
接
　
申
し
込
み

＝
２
月
４
日
f
〜
17
日
e
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
に
あ
る
申
込

書
と
レ
ポ
ー
ト
（
テ
ー
マ
「
こ

ん
な
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
し
た

い
」
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
・
手
書
き
）
を
書

い
て
、
市
役
所
２
階
福
祉
総
務

課
へ
本
人
が
持
参
（
多
数
の
場

合
、
事
前
に
書
類
選
考
を
実
施
）

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
1

39
・
２
２
１
７
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

●
市
立
保
育
園

保
育
士
募
集
（
臨
時
職
員
）

雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
６
カ

月
（
勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
あ

り
）

募
集
人
数
＝
10
人
程
度

職
務
内
容
＝
市
立
保
育
園
等
で

の
乳
幼
児
の
保
育
業
務
（
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人
　
賃
金
＝
日
額
６
、７
１

０
円
（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝
月
〜
土
曜
日
。
月
21

３
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
企
業

公
社
へ
持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝

7
長
岡
市
企
業
公
社
1
32
・
６

２
２
０
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
岡
1
32
・
１
１
８
１

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
募
集

職
種
＝
①
セ
ン
タ
ー
長
②
管
理

員
　
雇
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜

来
年
３
月
（
勤
務
実
績
に
よ
り

更
新
あ
り
）

募
集
人
数
＝
①

②
と
も
若
干
名
　
勤
務
場
所
＝

長
岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

ほ
か
　
職
務
内
容
＝
①
施
設
の

管
理
運
営
②
施
設
の
維
持
管
理
、

受
付
　
応
募
資
格
＝
①
昭
和
19

年
４
月
２
日
〜
昭
和
30
年
４
月

18
日
f
必
着
で
、
は
が
き
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が

な
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
、
消
費
者
と
し
て
一
番
関

心
の
あ
る
こ
と
を
一
言
書
い
て

〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大
手
通

２
の
２
の
６
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
（
多
数
の
場
合
は
地
域
間

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
選

考
）

問
い
合
わ
せ
＝
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０
０
２
２

今
年
、
長
岡
市
は
昭
和
20
年

８
月
１
日
の
長
岡
空
襲
か
ら
60

年
目
を
迎
え
ま
す
。

長
岡
戦
災
資
料
館
で
は
、
長

岡
空
襲
を
長
く
語
り
伝
え
る
た

め
、
長
岡
空
襲
の
資
料
や
戦
中
、

戦
後
の
市
民
の
く
ら
し
な
ど
を

伝
え
る
実
物
資
料
の
収
集
・
保

存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
人
は
、
お
持
ち
の
資
料
の
名

称
、
状
況
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

被
災
体
験
の
お
話
や
事
業
の

企
画
運
営
な
ど
、
館
の
運
営
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
戦
災
資
料

館
1
36
・
３
２
６
９
（
大
手
通

２
「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
１
階
）

期
日 

定
員 

担
　
当 

3/2 
d

2/23 
d

内
　
容 

心
の
健
康 

保
健
師 

精
神
保
健
福

祉
相
談
員 

3
人 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

4
人 

栄
養
士 

保
健
師 

平和への思いをつないでい
こうと、実行委員会では長岡
戦災資料館の館内に母子像を
建立（今年の夏完成予定）す
るための準備を進めています。
ご協力をお願いします。
募金額＝１口1 , 0 0 0円　募金
方法＝郵便振替で（長岡戦災
資料館にある専用の用紙を使
うと手数料無料） 口座名義
＝長岡空襲六十周年母子像建
立実行委員会　口座番号＝00
570－7－44135 問い合わせ＝
長岡空襲六十周年母子像建立
実行委員会（長岡戦災資料館
内）136・3269（午後１時～
４時。月曜日除く）

長岡空襲六十周年母子像
建立にご協力ください

長
岡
空
襲
関
連
資
料
の

収
集
に
ご
協
力
を
！

▲平和像

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

場
所
・
利
用
時
間
＝
①
栖
吉

川
沿
い
大
手
橋
上
流
の
長
岡

高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
…
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
②
長
生

橋
西
詰
下
流
の
河
川
公
園
東

側
…
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

平
和
の
森
公
園
前
の
雪
捨

て
場
は
震
災
の
復
旧
工
事
の

た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
道
路
管
理
課

1
39
・
２
２
３
２

2月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用く

ださい。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急
患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

 6 日a・20日a 
11日-・27日a
13日a          

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  


